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※新型コロナウィルス感染症拡大防止により、当月報掲載のまつり・イベント情報 
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あっても一般の方の入場・見学を制限する場合もございます。最新の情報につきま 

しては、お手数をお掛けいたしますが、お問い合わせ先へご確認くださいますよう 
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公益社団法人栃木県観光物産協会入会の御案内 

当協会は、栃木県における観光及び県産業製品の振興に関する事業を行い、公共の福祉の増

進と地域の活性化に寄与することを目的とした団体です。 
当協会設立の趣旨に御賛同いただき、御入会くださいますよう御案内申し上げます。 

 
お問合せ 
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e-mail：soumu@tochigiji.or.jp                              
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まつり・イベント情報（11 月） 

 

１．コスモス祭り〔益子町〕 

 令和 3 年度「コスモス祭り」は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となりましたが、

播種を行うため、コスモス畑はご観覧いただけます。 

○期   間  2021 年 10 月上旬～11 月上旬 

        ※開花時期は目安です。気候条件によって多少前後する場合がございます。 

（ホームページの開花情報をご覧ください。） 

○場   所  益子町生田目地区（約 10ha） 

○備   考  ・展望台や売店、休憩所は設置しません。 

・摘み取りは 10 月 20 日（水）以降でお願いします。（ハサミ等の貸出は無し） 

・※新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐため、バス等での大人数の来場は 

ご遠慮ください。 

・新型コロナウイルスの感染拡大や緊急事態宣言の発令などの状況により、ご観 

覧も中止させていただくことがございます。 

・会場では安全のため「感染拡大予防ガイドライン」に沿って運営を行っており 

ます。 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道益子駅からタクシーで約 5分 

            JR 宇都宮線宇都宮駅から関東バス益子行で約 70 分「益子駅」下車 

タクシーで約 5分 

秋葉原駅から関東やきものライナーで約 2 時間 30 分「益子駅」下車 

タクシーで約 5分 

         車 ：北関東自動車道桜川筑西 IC から約 15 分または 

            北関東自動車道真岡 IC から約 20 分 

○駐 車 場  会場付近に無料駐車場設置（期間：10 月 2日（土）～10 月 31 日（日）予定） 

○問い合わせ  ましこ花のまちづくり実行委員会事務局（益子中央公民館内） 

TEL 0285-72-3101 

HP  http://www.town.mashiko/tochigi.jp/page/page000224.html 

 

２．日光手打ちそばスタンプラリー〔日光市〕※予定 

 日光市内の手打ちそば店を巡るスタンプラリーを開催いたします。 

3 つ目のスタンプ集めて応募すると、抽選で 142 名様に豪華賞品が当たります。 

さらに、3つ目のスタンプを押した店舗で応募すると参加賞をプレゼント！ 

他にも、全店舗制覇賞などもご用意しております。詳しくは、日光市 HP をご確認ください。 

（https://www.city.nikko.lg.jp/shinkou/kankou/sobamaturi.html） 

○期   間  2021 年 10 月 2 日（土）～12 月 28 日（火） 

○場   所  参加店各店 

○問い合わせ  日光そばまつり実行委員会事務局 TEL 0288-21-5170 

 

３．日光山輪王寺 逍遥園
しょうようえん

ライトアップ〔日光市〕 

世界遺産「日光の社寺」エリアにある日光山輪王寺逍遥園は、紅葉の人気スポットのひとつ。江

戸時代に作られた風光明媚な庭園が、夜になるとライトアップされます。他のライトアップとは一

味違う淡い光の演出をどうぞご堪能ください。 

○期   間  2021 年 10 月 29 日（金）～31 日（日）、11 月 2 日（火）・3日（水・祝）・ 
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5 日（金）～7日（日）・12 日（金）～14 日（日） 

        時間 10 月…17:00～20:00、11 月…16:00～20:00 

        ※最終入園は 30 分前までとなります。 

○場   所  日光山輪王寺（日光市山内 2300） 

○料   金  入園料 500 円 

※保護者同伴の小中学生・未就学児は無料（宝物殿は含まず） 

※有料参加者 20 名様以上の団体は 1 名 450 円 

※昼夜入れ替え制（昼間の券を夜間に、夜間の券を昼間に使用不可） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 5分 

            世界遺産めぐりバスで約 10 分「勝道上人像前」下車徒歩約 2 分 

            ※世界遺産めぐりバス日は、日にちにより迂回運行あり 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

        ※日光山輪王寺第 1・第 2駐車場は閉門時間以降、無料 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

４．鹿沼園芸フェア〔鹿沼市〕※予定 

 鹿沼園芸フェアは、春の鹿沼さつき祭りと共に、鹿沼市の花木の魅力を全国に発信する秋季の盆

栽とガーデニングの祭典です。 

期間の前半は「秋の盆栽展」や「おもと展」、中盤は「秋季さつき銘品展」、後半は「菊花展」

を開催します。 

その他、「サンリーフマーケット」「ハンギングバスケット」などの楽しいイベントや、「秋の

植木市」などの展示・即売もあり充実しています。 

 秋のさつきや菊、盆栽など、花々や草木の魅力が満載のイベントにぜひお越しください。 

○期   間  2021 年 10 月 23 日（土）～11 月 7 日（日）9:00～16:30 

○場   所  鹿沼市花木センター（鹿沼市茂呂 2086-1）※屋内・屋外 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線鹿沼駅・東武日光線新鹿沼駅からタクシーで約 10 分 

JR 日光線鹿沼駅からリーバス「運転免許センター線」で約 10 分または 

東武日光線新鹿沼駅からリーバス「運転免許センター線」で約 15 分 

「花木センター」下車 

※バスの本数は少ないので、ご確認の上ご利用ください 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 10 分 
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○駐 車 場  無料 1,000 台 

○問い合わせ  鹿沼市花木センター TEL 0289-76-2310 FAX 0289-76-3107 

 

５．そば天国スタンプラリー2021〔鹿沼市〕 

 ＜スタンプ 5個を集めて応募するとかぬまブランド認定品が当たる！＞ 

例年 11 月末に鹿沼市花木センターで開催されている「そば天国」は、皆さまの健康と安全の確保の

ため、イベントとしての開催が中止となりました。 

代替企画として、鹿沼そば認証店 25 店舗が参加するスタンプラリーを 2 回開催します。第 1 回目は

夏に実施し、第 2回目となる秋は、香りとのど越しが自慢の「秋そば」が楽しめます。この機会にそば

の味比べをしてみてはいかがでしょうか。 

○期   間  秋の滋味そば 2021 年 10 月 30 日（土）～12 月 26 日（日） 

        ※開催時間は各店舗による 

○場   所  鹿沼そば振興会加盟 25 店舗 

○備   考  企画詳細は鹿沼そば振興会ホームページをご確認ください。 

https://kanumasoba.com/ 

○問い合わせ  鹿沼そば振興会事務局（鹿沼市役所経済部農政課内） TEL 0289-63-2191 

 

６．板室温泉三大祈願祭～お湯詣り～〔那須塩原市〕 

 板室温泉三大祈願所である木の俣地蔵（子宝祈願）、篭岩
かごいわ

神社（乳がん治療祈願）、板室温泉神

社（神経痛・関節痛等健康祈願）で祈祷していただいた御札に、湯口にお供えの上、入浴する事で

ご利益を授かる祈願行事です。11 月～12 月は板室温泉神社の御札をお供えし、1 月～3月はすべて

の神社の御札をお供えします。 

○期   間  2021 年 11 月～2022 年 3 月 

○場   所  板室温泉各旅館（那須塩原市板室） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線黒磯駅から関東バスで約 35 分「板室温泉」下車 

         車 ：東北自動車道黒磯板室 IC から約 30 分 

○問い合わせ  黒磯観光協会 TEL 0287-62-7155 
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７．ライトアップ奥日光〔日光市〕※詳細検討中 

 幽玄な華厳ノ滝のライトアップ他、奥日光エリアの各所をあかりで彩るイベントです。 

○期   間  2021 年 11 月 1 日（月）～12 月 31 日（金）※開催場所により異なる 

○場   所  1.中禅寺湖畔 

2.華厳ノ滝 

        3.日光山中禅寺・二荒山神社中宮祠 

        4.イタリア・英国大使館別荘記念公園 

○開 催 日 時  上記 1：2021 年 11 月 1 日（月）～12 月 31 日（金）16:30～21:00 

上記 2～4：2021 年 11 月 13 日（土）～23 日（火・祝）16:30～19:00 

○問い合わせ  （一社）日光市観光協会 TEL 0288-22-1525 

 

８．うずまの竹あかり〔栃木市〕 

 栃木市のシンボルであり、市内中心部を流れる巴波川を冬の風物詩である竹あかりが幻想的に彩

ります。地元の栃木工業高校が制作した竹あかりもあります。また、初日には点灯式が開催されま

す。 

※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更の可能性あり 

○期   間  2021 年 11 月 1 日（月）～2022 年 2 月 28 日（月） 

○場   所  巴波川沿い（栃木市倭町） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線・東武日光線栃木駅から徒歩約 15 分 

            東武日光線新栃木駅から徒歩約 25 分 

         車 ：東北自動車道栃木 IC から約 10 分 

○駐 車 場  無料、有料あり 

○問い合わせ  栃木市観光振興課 TEL 0282-21-2374 

        栃木市観光協会 TEL 0282-25-2356 

 

９．黒田原神社例大祭〔那須町〕※予定 

 子供の無病息災を祈り、稚児行列と泣き相撲が行われます。 

○日   時  2021 年 11 月 3 日（水・祝）10:00～（予定） 

○場   所  黒田原神社（那須町寺子乙 4006-2） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線黒田原駅から徒歩約 10 分 
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         車 ：東北自動車道那須 IC から約 20 分 

○問い合わせ  黒田原神社 TEL 0287-72-0228 

 

10．日光植物園紅葉ガイドツアー2021 秋〔日光市〕 

 日光植物園では、9月後半頃からサクラ、ツツジ、カエデと順々に木々が色づいていきます。こ

の季節、日々変化する植物園の様子を今年は舘野園長がご紹介します。 

これから始まる紅葉の仕組みや楽しみ方を解説し、秋の花や木の実など、その時々の植物の見どこ

ろもご案内いたします。 

○日   時  2021 年 11 月 4 日（木）13:30～（1時間～1時間半程度）※雨天決行 

○場   所  日光植物園（日光市花石町 1842） 

○料   金  参加費：無料（別途入園料が必要） 

入園料：大人 500 円、小・中学生 150 円 

○備   考  事前申込制 

■受付開始：10 月 2 日（土）から ■受付時間：9:00～16:00 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細行・中禅寺温

泉行・湯元温泉行で約 15 分「日光植物園」下車徒歩約 2分 

          車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 10 分 

○駐 車 場  無料 約 30 台 

○問い合わせ  日光植物園 TEL 0288-54-0206 

 

11．アニマル＆スターウォッチングナイトツアー〔日光市〕 

夜間臨時便の低公害バスに乗ってドキドキのナイトバスツアーへ繰り出します。車中からガイド

の解説を聞きながらシカなどの夜行性の動物観察、終点の千手ヶ浜ではプチハイキングを楽しみま

す。奥日光は関東屈指の星空観賞スポットで、街灯が一切ない千手ヶ浜では、晴天時には降ってき

そうな満天の星がきらめきます。千手ヶ浜で下車したら、懐中電灯を片手に、時には電灯をすべて

消して夜の世界を味わいます。 

○期   間  2021 年 11 月 5 日（金）、6日（土）、13 日（土）、20 日（土）、 

27 日（土）、28 日（日）16:30～18:50 

○集 合 場 所  赤沼自然情報センター（日光市中宮祠） 

○コ ー ス  赤沼～千手ヶ浜 

○料   金  参加費 2,500 円 ※別途、低公害バス往復運賃あり（大人 1,00 円、小人 500 円） 

○定   員  各回 30 名（先着順：事前申込） 

○申 込 方 法  予約サイトのアクティビティジャパンにて申込 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線日光駅から東武バス湯元温泉行で約 70 分 

「赤沼」下車、徒歩約 3 分 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 40 分 

○駐 車 場  無料 約 160 台 

○問い合わせ  日光自然博物館 TEL 0288-55-0880 

 

12．逆川源流ツアー〔日光市〕 

 逆川の源流を目指して、湯滝から光徳方面へ、特別ルートでご案内します。もちろん、源流の他

にも見どころ満載です。初心者の方でも安心なツアーです。 

○日   時  2021 年 11 月 6 日（土）10:30～15:00 

○集 合 場 所  湯滝駐車場（日光市湯本） 

○ル ー ト  湯滝駐車場→光徳沼→逆川水源→光徳駐車場（現地解散） 
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○料   金  参加費：4,000 円 

○参 加 対 象  小学生以上（15 歳未満は保護者同伴・20 歳未満は親権者の同意必要） 

○定   員  10 名（先着順：要予約） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス湯元温泉行で 

約 80 分「湯滝入口」下車徒歩約 5分 

          車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 40 分 

○駐 車 場  参加者の方は、当日のみ湯滝駐車場無料 

○問い合わせ  日光公園財団日光支部 TEL 0288-62-2461 

 

13．大田原市産業文化祭〔大田原市〕 

 地域産業・文化の発展に寄与することを目的に、毎年秋に実施されています。栃木県立県北体育

館をメイン会場に、大田原市美原運動公園で多種多様な催し物が行われます。県北体育館メイン会

場では、「企業・団体・サークル」の紹介を行います。サブアリーナでは「大田原市教育祭」とし

て市内児童・生徒の作品が展示されます。 

 また、新型コロナウイルス感染予防対策を講じ開催をする予定です。 

○期   間  2021 年 11 月 6 日（土）～7日（日）10:00～16:00 

○場   所  栃木県立県北体育館（大田原市美原 3-2-62） 

        大田原市美原運動公園（大田原市美原 1-3462） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線西那須野駅から大田原市営バス市内循環線で約 10 分 

「東武百貨店前」下車徒歩約 15 分 

         車 ：東北自動車道矢板 IC または西那須野塩原 IC から約 30 分 

○駐 車 場  無料 約 150 台 

○問い合わせ  産業文化祭実行委員会（大田原商工会議所内） TEL 0287-22-2273 

 

14．那須岳（茶臼
ち ゃ う す

岳）閉山祭〔那須町〕※予定 

 夏山登山の終了を迎え、大自然に感謝の祈りと冬山の安全を祈願する神事を行います。 

○日   時  2021 年 11 月 8 日（月）10:00～（予定） 

○場   所  那須岳登山指導センター（那須町湯本 215） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線黒磯駅から関東バス山麓駅行で約 60 分 

            終点「那須ロープウェイ」下車 

         車 ：東北自動車道那須 IC から約 40 分 

○駐 車 場  無料 約 150 台 

○問い合わせ  那須温泉
ゆ ぜ ん

神社 TEL 0287-76-2306 

 

15．佐久山紅葉まつり〔大田原市〕 

 まつり期間中は、推定樹齢 200 年のイロハモミジ（おおたわら令和の名木選）など公園内のもみ

じのライトアップを行い、紅葉が織りなす幻想的な雰囲気を楽しむことができます。 

 風景の良さから多くのカメラマンの方も来場しますので、秋の陽ざしに赤く色づく紅葉とライト

アップされ夜空に光る紅葉を写真に収めてはいかがでしょうか。 

 ※新型コロナウイルス感染症対策により、ライトアップのみの実施となります。 

○期   間  2021 年 11 月 10 日（水）～25 日（木） 

○場   所  御殿山公園（大田原市佐久山 4458-1） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線那須塩原駅から大田原市営バス那須塩原駅線で約 20 分 

「大田原市役所」下車。 

大田原市営バス佐久山・親園線に乗り換えて約 20 分 
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「佐久山小学校入り口」下車徒歩 5 分 

         車 ：東北自動車道矢板 IC から約 20 分 

○駐 車 場  無料 約 30 台 

○問い合わせ  大田原市観光協会 TEL 0287-54-1110 

 

16．鷲子山上
とりのこさんしょう

神社の夜祭り〔那珂川町〕 

 鷲子山上神社の秋の祭礼は「夜祭り」として古式神事を今に伝えるもので、かつては旧暦 10 月

16 日の子の刻（夜 12 時）、17 日の丑の刻（午前 2時）、寅の刻（午前 4時）の 3 回にわたり行わ

れていましたが、現在は 11 月の第 3土曜日の午後 5時 30 分から行われます。夜祭りは、本宮祭・

三本杉祭・御本殿祭の 3 つの祭りからなり、古い歴史の名残を今に伝えています。 

神事は、神職と氏子が中心となって行うものです。神事の内容は、アラゴモ（荒く織ったむしろ）

に座って行い、その直後の直会
なおらい

はヒギ（栗の木片の盛皿）の上の味のついていない黒豆を 肴
さかな

に一

夜造りの甘酒で行われる厳粛なものです。 

 また、夜祭りは別名「柚子祭り」とも呼ばれ、11 月 20 日（土）、21 日（日）は柚子をはじめ様々

なお店が並びます。 

○日   時  2021 年 11 月 20 日（土） ＜毎年 11 月第 3土曜日開催＞ 

○場   所  鷲子山上神社（那須郡那珂川町矢又 1948） 

○交通ガイド  東北自動車道宇都宮 IC から車で約 80 分 

        常磐自動車道那珂 IC から車で約 70 分 

○駐 車 場  無料 100 台 

○問い合わせ  鷲子山上神社 TEL 0287-92-2571 
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17．第 38 回収穫祭（ココ・ファーム・ワイナリー）〔足利市〕※オンライン開催 

 晩秋の週末、葡萄畑で出来立てのワインを楽しむ収穫祭は、毎年沢山の人で賑わいます。スペシ

ャルゲストを招いての演奏会（10 時～15 時）も開かれ、たくさんのゲストを迎えます。例年なら

ば 11 月 20 日・21 日の土・日曜日に開催する予定ですが、今年は新型コロナウイルスの感染リスク

抑制のため開催方法を変更し、昨年のようにオンラインによる収穫祭になります。9月 17 日よりど

こでも収穫祭セット（4 種）が販売されます。同ワイナリーのオンラインショップなどでご購入下

さい。どこでも収穫祭セット A～Dには、スペシャルゲストの事前に特別収録された配信演奏を視

聴できる ID などが記載されている収穫祭新聞、2021 ワイングラスなどが付いています。 

○期   間  2021 年 11 月 20 日（土）～21 日（日） 

○場   所  ココ・ファーム・ワイナリー（足利市田島町 611） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から生活路線バスあしバスアッシー行道線で約 25 分 

｢ココファーム入口｣下車徒歩約 7 分 

東武伊勢崎線足利市駅から生活路線バスあしバスアッシー行道線で 

約 35 分｢ココファーム入口｣下車徒歩約 7分 

JR 両毛線足利駅・東武伊勢崎線足利市駅から車で約 20 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC より約 10 分 

○問い合わせ  ココ・ファーム・ワイナリー TEL 0284-42-1194 

 

18．第 1 回「黒磯駅前旧車フェス」〔那須塩原市〕 

 古き良き時代の懐かしい旧車は時代の懐古とともに、若者への歴史の伝承となります。当日はパ

トカー先導のもと、旧車の黒磯駅周辺走行及びまちなか交流センター駐車場での展示を行います。 

○日   時  2021 年 11 月 21 日（日）11:00～15:00 

○場   所  まちなか交流センター「くるる」 第一駐車場（那須塩原市本町 6-32） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線黒磯駅から徒歩約 5 分 

         車 ：東北自動車道黒磯板室 IC から約 20 分 

○問い合わせ  （一社）黒磯駅前活性化委員会（くるる内） TEL 0287-73-5597 

 

19．屋台のまち中央公園もみじまつり（掬翠園
きくすいえん

もみじのライトアップ）〔鹿沼市〕※予定 

 屋台のまち中央公園にある日本庭園「掬翠園（きくすいえん）」の大もみじが紅葉する頃、園内

の「もみじ」がライトアップされます。夜闇に浮かび上がる赤や黄のもみじは、昼間とはひと味違

う幻想的な世界へ変化します。 

○期   間  2021 年 11 月下旬 17:00～20:00（雨天中止） 

○場   所  屋台のまち中央公園（鹿沼市銀座 1-1870-1）※屋外 

○備   考  期間中にイベントも行ないます。お問合せください。 

※紅葉の色づき具合により、期間の変更も有ります。 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅から徒歩約 15 分 

JR 日光線鹿沼駅から徒歩約 20 分 

            東武日光線新鹿沼駅からリーバスで約 10 分または 

JR 日光線鹿沼駅からリーバスで約 5 分「久保町」下車徒歩約 1分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料 30 台 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会（屋台のまち中央公園内） 

TEL 0289-60-6070 FAX 0289-62-5666 
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まつり・イベント情報（12 月） 

 

１．第 18 回わたらせ渓谷鐵道各駅イルミネーション〔日光市〕 

 わたらせ渓谷鐵道の利用促進のため、今年も「わたらせ渓谷鐵道各駅イルミネーション」が 12

月 5 日（日）から 2月 28 日（月）まで開催されます。このイベントは今回で 18 回目となります。 

 わたらせ渓谷鐵道の各駅のホームなどがイルミネーションで彩られ、幻想的に浮びあがるホーム

で列車の到着を出迎えます。 

 また、期間中には「イルミネーション号」も運行する予定ですので、車窓からお楽しみください。 

○期   間  2021 年 12 月 5 日（日）～2022 年 2 月 28 日（月） 

17:00～各駅最終列車通過まで 

○場   所  わたらせ渓谷鐵道・桐生駅～間藤駅間の全 17 駅 ※桐生駅は北口広場 

○料   金  無料（別途乗車券を購入し、車窓からお楽しみください。） 

○交通ガイド  わたらせ渓谷鐵道及び各駅下車 

○問い合わせ  日光市足尾行政センター地域振興・防災係 TEL 0288-93-3115 

 

２．冬渡祭（おたりや）〔鹿沼市〕※予定 

 火防祈願のほか、古いお札、お守り、熊手、破魔矢等を燃やし、無病息災を祈願します。 

午前 10 時に鹿沼市内の無火災祈願祭（12 月 10 日のみで見学不可）、午後 2 時神輿前に於て鎮火祭

（見学不可）を執行、境内にて古札焼納祭を執行した後、お札、お守り等に点火します。 

午後 3 時から境内の神楽殿（かぐらでん）において「上殿太々神楽（かみどのだいだいかぐら）」

を奉納します。 

※だるま、お飾り、門松、松飾、しめ飾りは燃やせないため預かりになります。 

○日   時  2021 年 12 月 10 日（金） 

○場   所  今宮神社（鹿沼市今宮町 1692）※屋外 

○備   考  ■主なスケジュール 

10:00～10:30 無火災祈願祭（見学不可） 

14:00～14:30 鎮火祭（見学不可） 

14:30～15:00 古札焼納祭（見学可） 

15:00 頃点火～20:30 消火 

15:00～20:00 太々神楽奉納 

露店：約 30 店 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅から徒歩約 15 分または 

            JR 日光線鹿沼駅から徒歩約 20 分 
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         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無し 

○問い合わせ  今宮神社 TEL 0289-62-2679 

 

３．ロウバイ（上永野 蝋梅
ろうばい

の里）〔鹿沼市〕 

 黄色く透明感があって蝋細工のような、梅に似た花をつける蝋梅。4,000 坪の園内に約 5,000 本

の蝋梅のある「上永野 蝋梅の里」では、日本最多の 4 種が観賞できます。国内で基本種が観られ

るのは、当園だけです。園内を見渡せる展望台もあり、切り花や苗木、日本初である「蝋梅の香水」

も販売しています。 

○期   間  2021 年 12 月中旬～2022 年 3 月中旬頃 10:00～16:00 頃（例年） 

※今年のオープン期間未定 

○場   所  上永野 蝋梅の里（鹿沼市上永野 273 永野小学校の裏側）※屋外 

○入 園 料  300 円（高校生以下無料） 

○備   考  ロウバイの種類：満月・素心・基本種・原種（唐ロウバイ） 

※例年の見頃：１月中旬頃～  

※期間中は無休です。（雨天の場合も営業します。但し、大雨や大雪の日の場合 

は休園となります。） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線・東武日光線栃木駅からタクシーで約 30 分 

         車 ：東北自動車道栃木 IC から約 20 分 

            東北自動車道鹿沼 IC から約 40 分 

○駐 車 場  無料 50 台 

○問い合わせ  上永野 蝋梅の里 大貫さん TEL 090-1124-2281 

 

４．神橋煤
すす

払祭〔日光市〕 

狩衣
かりぎぬ

、烏帽子
え ぼ し

姿の神職や巫女たちが長さ 4 メートル程の竹笹を使い、欄干などにたまった 1年分

の埃を落とし、新年に備える神事です。 

○日   時  2021 年 12 月 12 日（日）9:00～ 

○場   所  神橋（日光市上鉢石町） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分「神橋」下車 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  無料・有料 周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光二荒山神社 TEL 0288-54-0535 

 

５．煤
すす

払い供養〔日光市〕※詳細検討中 

身を淨
きよ

めた僧および職員（約 100 名）により輪王寺全区域（約 10 箇所）で一斉に大掃除が行わ

れます。本堂に於いては、役僧が高さ約 7.5ｍの御本尊のお身ぬぐいを、また職員と関係者が堂内

の清掃を行うなど、一年間の煤を払う大切な行事です。 

○日   時  2021 年 12 月 14 日（火）8:20～ 

○場   所  日光山輪王寺本堂（三仏堂）（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 5分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 
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○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

６．栃木市・渡良瀬バルーンレース 2021〔栃木市〕 

 ラムサール条約登録湿地となっている広大な渡良瀬遊水地が舞台で、昨年に続き、2021 熱気球ホ

ンダグランプリ最終戦として、12 月に開催されます。冬の早朝、朝焼けに染まる遊水地の幻想的な

風景とともに、色とりどりの熱気球が一斉に飛び立つ様子は必見です。 

 ※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更の可能性あり 

○期   間  2021 年 12 月 17 日（金）～19 日（日） 

○場   所  藤岡渡良瀬運動公園（栃木市藤岡町藤岡字東原地先） 

        スカイフィールドわたらせ（栃木市藤岡町石川） 

○交通ガイド  電 車：東武日光線藤岡駅から徒歩約 15 分 

         車 ：東北自動車道佐野藤岡 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料 約 500 台 

○問い合わせ  栃木市観光振興課 TEL 0282-21-2374 

 

７．御煤払祭
おすすはらいさい

〔日光市〕 

国宝の本殿等を約半日かけて総勢 100 人で払い清めます。陽明門では、神職や巫女らが長さ 4メ

ートルの笹 箒
ささぼうき

やはたきを使用して丁寧に彫刻を傷つけないように作業します。この煤払いが終わ

ると新年を迎える準備が整います。 

○日   時  2021 年 12 月 20 日（月）9:00～ 

○場   所  日光東照宮（日光市山内 2301） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 8分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光東照宮 TEL 0288-54-0560 

 

８．御供加持
ご く う か じ

・もちつき〔日光市〕 

「もち」は仏神に対する最高の供えもので、山伏の大切な携帯食品でもあります。餅つきは「餅

練り」といい、往古より峰修行の行者（山伏）によっておこなわれる伝統行事が本堂広前の結界内

で行われます。 

○日   時  2021 年 12 月 21 日（火）8:20～ 

○場   所  日光山輪王寺本堂（三仏堂）境内（日光市山内 2300） 
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○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 5分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

９．御嶽山冬至星除祭り(おんたけさんとうじほしよけまつり)〔鹿沼市〕※予定 

 御嶽山神社は、西暦 812 年に空海上人が開山したと伝えられ、長野県木曽御嶽山の信仰を引いて

います。冬至星除祭りは、信者を中心に行なわれる厄除・星除祈願の行事であり、名前を書いた護

摩（木札）を焚いて、炎が燃え上がると“吉”といわれます。一般の方は事前にお申し込みが必要

です。 

○日   時  2021 年 12 月 22 日（水）10:30～12:30 頃まで ＜毎年 12 月冬至の日開催＞ 

○場   所  御嶽山神社（鹿沼市下永野 82）※屋内 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線・東武日光線栃木駅から栃木市営コミュニティバス 

（愛称：ふれあいバス）「寺尾線」で約 40 分 

「星野御嶽山入口」下車徒歩約 5分 

         車 ：東北自動車道栃木 IC から約 15 分または 

東北自動車道鹿沼 IC から約 35 分 

○駐 車 場  無料 40 台 

○問い合わせ  御嶽山神社 TEL・FAX 0289-84-0320 

 

10．除夜祭（日光東照宮）〔日光市〕 

一年間の神のご加護に感謝する儀式が行われます。 

※例年、元旦の午前 0 時より午前 3 時頃まで陽明門をライトアップしますが、2021 年 12 月上旬

～3月下旬まで陽明門工事予定のため、ライトアップは未定です。 

○日   時  2021 年 12 月 31 日（金）16:30～ 

○場   所  日光東照宮（日光市山内 2301） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 8分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光東照宮 TEL 0288-54-0560 
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11．除夜祭（日光二荒山神社）〔日光市〕 

一年間の神のご加護に感謝する儀式が行われます。また、午前 0 時より本殿にて初太鼓が鳴り、

かがり火が焚かれます。 

○日   時  2021 年 12 月 31 日（金）17:00～ 

○場   所  日光二荒山神社（日光市山内 2307） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「西参道入口」下車徒歩約 8分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光二荒山神社 TEL 0288-54-0535 

 

12．除夜大護摩供
じ ょ や だ い ご ま く

〔日光市〕 

大晦日、世界遺産でもある大護摩堂内で、昨年同様、日光の山伏が大護摩を焚き上げます。高く

立ち上る護摩の炎に祈りを込めて一年間の災厄を焼き払い開運を願います。 

○日   時  2021 年 12 月 31 日（金）24:00～ 

○場   所  日光山輪王寺（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

13．除夜の鐘〔日光市〕 

大晦日の夜半、午前 0時の時報に合わせ「百八煩悩が清められ、今年一年幸福な一年になります

ように」と祈りつつ 108 回鐘をつきます。除夜の鐘を合図に全山僧侶が大本堂で祈り、密教修験や

読経の声が約 1時間響きます。この新年祈祷は、年初めの最も厳かな儀式です。 

○日   時  2021 年 12 月 31 日（金）24:00～ 

○場   所  日光山輪王寺（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

14．悪口
あくたい

祭り〔足利市〕 

 京都の鞍馬山
くらまやま

、奈良の信貴山
し ぎ さ ん

と並ぶ日本三大毘沙門天のひとつ、大岩山毘沙門天では、大晦日か

ら元旦未明にかけて恒例の「悪口祭り」が開催されます。この祭りは、一年間に積もった鬱憤を発
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散し、すがすがしい気分で新年を迎えられるよう江戸時代末期（慶応年間）に始まったもので、日

本奇祭の一つとして知られています。祭りが始まったとされる江戸末期当時は、疫病で亡くなる人

が多く、厄病退散を願っていたそうです。（大岩毘沙門天公式ホームページをご参照ください） 

大晦日の晩から元旦の未明にかけて、修験者の法螺貝の音に先導され、星空を仰ぎ、「バカやろ

う」などと大声を掛け合いながら山頂の大岩山毘沙門天本堂を目指します。ただし、悪口に「ぼう」

のつく言葉（例：びんぼう・どろぼう等）は禁句となっています。 

この祭りでは、信徒が悪口を言いながら山道を登って行く際、暗い山道を提灯で照らして行列を

作っていたことから、提灯行列とも呼ばれています。 

なお、当日は大きな声を競う「悪口大声コンクール（参加無料）」も開催されます。 

悪口祭りが終わり、日付が 1月 1日になると「滝流しの式」が行なわれます。 

○日   時  2021 年 12 月 31 日（金） ＜毎年同日開催＞ 

        ■悪口祭り大声コンクール（旧サンフィールド駐車場にて） 

 受付：22:00～ 開始：22:30～ 

■提灯行列 23:00～ 

○場   所  大岩山毘沙門天（大岩山多聞院最勝寺）（足利市大岩町 570） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線山前駅から車で約 15 分または 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 20 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 30 分または 

北関東自動車道太田・桐生 IC から約 40 分 

○そ の 他  新型コロナウイルス感染症の状況により、フェイスシールド等の対策を講じなが

ら開催致します。 

○問い合わせ  大岩山毘沙門天（大岩山多聞院最勝寺） TEL 0284-21-8885 
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まつり・イベント情報（１月） 

 

１．足利七福神めぐり〔足利市〕 

 足利は古くから織物のまちとして栄え、商売が盛んに行われてきました。そのような歴史風土の

なかで、まちの繁栄と家運の隆昌、健康増進はかつてから足利の人々の願いでした。これを受けて、

昭和 17 年から『足利七福神めぐり』は始まりました。第二次世界大戦中に一時中断しましたが、

昭和 50 年代の七福神ブームを刺激に、昭和 62 年のお正月に復活し、現在の協力社寺は 18 か所と

なっています。皆さんもぜひ、名所旧跡や豊かな自然を感じながら巡ってみませんか？ 

コースは、東西約 17.5km、南北約 14km の範囲内に関係社寺 18 社寺が点在しています。太平記館を

起点にした各社寺までのおよその距離をご案内します。 

また、最短距離で巡れる市街地内には 7社寺があり、一周約 8km、徒歩で約 3時間です。市街地内

のお寺を巡る行程は下記＜市街地七福神巡り徒歩コース＞をご覧ください。 

また、今年も七福神スタンプラリーの開催が予定されています。太平記館にてスタンプラリー台

紙をお渡しいたしますので、その台紙に七福神社寺のスタンプをお集めください。年の初めの足利

七福神巡り、是非お楽しみください。 

太平記館…3.8ｋｍ…徳蔵寺（三面大黒天）、太平記館…4.3ｋｍ…正善寺（弁財天）、 

太平記館…7.1ｋｍ…最勝寺・大岩山毘沙門天（毘沙門天）、 

太平記館…13.9ｋｍ…名草弁天（名草厳島神社）、 

太平記館…0.4ｋｍ…伊勢神社（寿老人）、太平記館…1.95ｋｍ…龍泉寺（布袋尊）、 

太平記館…4.5ｋｍ…萬福寺（恵比寿神）、 

太平記館…9.1ｋｍ…寺岡山元三大師（毘沙門天）、 

太平記館…2.2ｋｍ…總社八雲神社（大黒天）、太平記館…8.0ｋｍ…東光寺（大黒天）、 

太平記館…2.8ｋｍ…吉祥寺（弁財天） 

＜市街地七福神巡り徒歩コース＞ 

太平記館…0.35ｋｍ…大黒天（鑁阿寺）…1.2km…寿老人（心通院）…0.4ｋｍ…明石弁天（本城

厳島神社）…2ｋｍ…福禄寿尊（長林寺）…0.7km…恵比寿神（西宮神社）…1ｋｍ…毘沙門天（常

念寺）…0.29ｋｍ…布袋尊（福厳寺）…2.0ｋｍ…太平記館 

○期   間  2022 年 1 月上旬～下旬（予定） 

○場   所  太平記館（足利市伊勢町 3-6-4）※スタンプラリー台紙お渡し及び応募先窓口 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から徒歩約 5分 

東武伊勢崎線足利市駅から徒歩約 10 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 15 分 

東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○問い合わせ  一般社団法人足利市観光協会 TEL 0284-43-3000 

 

２．井頭観光いちご園 開園〔真岡市〕 

 井頭観光いちご園では、時間無制限で栃木を代表するいちごのブランド「とちおとめ」が食べ放

題です。一部高設ベンチ栽培のため、車いすの方も摘み取りやすいつくりとなっています。 

また、井頭観光いちご園の周辺には、真岡井頭温泉・井頭温泉チャットパレス・井頭公園・農産

物直売所「あぐ里っ娘」が隣接しており、一日中楽しむことができます。 

※ 期間、年齢、利用人数により料金が異なりますのでご確認ください。 

※ 新型コロナウイルス感染症の状況により、開催日等が変更になる場合があります。 

○期   間  2022 年 1 月上旬～5月上旬 
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○場   所  JA はが野 井頭フレッシュ直売所（真岡市上大田和 3006） 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道真岡駅から車で約 10 分 

         車 ：北関東自動車道真岡 IC から約 5分 

○駐 車 場  無料 70 台 

○問い合わせ  JA はが野 井頭フレッシュ直売所 TEL 0285-81-1141 

 

３．歳旦祭（日光東照宮）〔日光市〕 

国家の繁栄と国民の幸福を祈念する祭典が本殿で斎行されます。（一般の方は参列できません。） 

○日   時  2022 年 1 月 1 日（土・祝）6:00～ 

○場   所  日光東照宮（日光市山内 2301） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 8分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光東照宮 TEL 0288-54-0560 

 

４．歳旦会（日光山輪王寺）〔日光市〕 

大護摩堂での除夜大護摩供が修されると同時に、三仏堂では歳旦会が行われます。 

いずれの法要も 1 年間の災厄を払い、開運を願うもので、1 月 1 日午前 0 時から行われる除夜撞

鐘と並ぶ、元旦の行事です。 

○日   時  2022 年 1 月 1 日（土・祝） 

○場   所  日光山輪王寺本堂（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 5分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

５．歳旦祭（日光二荒山神社）〔日光市〕 

日光の氏神様、二荒山神社では元旦の午前 0時、拝殿にて初太鼓が鳴り響き「一番祈祷」が始ま

ります。境内にてかがり火が焚かれ、御神酒
お み き

（地酒）の無料授与があります。その後、早朝 6時か

ら「歳旦祭」が執行されます。 

○日   時  2022 年 1 月 1 日（土・祝） 

○場   所  日光二荒山神社（日光市山内 2307） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「西参道入口」下車徒歩約 8分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光二荒山神社 TEL 0288-54-0535 
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６．滝流しの式〔足利市〕 

 大岩山毘沙門天では、悪口
あくたい

祭りが終わり、元日の 0時になると、国家の安泰、家内安全、商売繁

盛をはじめとした諸願成就の大護摩の祈願を行います。その際に「滝流しの式」が行われます。 

御神酒
お み き

を「滝のように」額から受け大盃で飲み干すことで福やご利益が滝のごとく尽きないように

と執り行う儀式で、江戸時代前期の寛永年間（1624～1643）に始まったと伝えられています。 

例年、参加者は毘沙門天の前に正座し、直径 30 センチ以上もある大きな朱盃
しゅはい

を口にあてがいます。

そこへ酒器を持った住職が祈願者の額から御神酒を注ぎ、額から鼻へと滝のように御神酒が流れ朱

盃へ注がれていきます。自分が飲める量が朱盃に入ったら左手をあげて合図し、住職が御神酒を注

ぐのを止めるのと同時に祈願者は朱盃に入った御神酒を一気に飲み干します。願い事や無病息災を

叶えたいと毎年祈願者が絶えません。 

今年は昨年同様、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策のため、滝流しセット（食べられる

墨で住職様が梵字を書き入れ祈願したかわらけと御神酒をご用意）を祈願後にお授け致しますので、

ご自宅で毘沙門天様のご利益を胎内に御収め下さい。また、6:50 頃、元旦の日の出とともに「初日

の出遥拝式」も行います。ご自由にご参加いただけます。 

○日   時  2022 年 1 月 1 日（土・祝） 

        ■ご祈願受付：0 時、6時、8 時、10 時、13 時、15 時 

○場   所  大岩山毘沙門天（大岩山多聞院最勝寺）（足利市大岩町 570） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線山前駅から車で約 15 分 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 20 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 30 分 

北関東自動車道太田・桐生 IC から約 40 分 

○問い合わせ  大岩山毘沙門天（大岩山多聞院最勝寺） TEL 0284-21-8885 

 

７．正月大祭〔足利市〕 

 新年、寺岡山元三大師では、皆様の厄除け・開運成就を願いまして正月大祭を開催いたします。 

奈良朝の頃に建立されたといわれ、崇保院宮一品
いっぽん

公寛法親王
こうべんほっしんのう

の御真筆
ごしんぴつ

である日本に三幅
さんぷく

しかない

（他は比叡山延暦寺、東叡山寛永寺）元三慈恵大師尊影
がんざんじえだいしそんえい

の御掛け軸を安置する祈願寺です。 

※様々な感染症拡大防止策を講じながら開催いたします。 

○期   間  2022 年 1 月 1 日（土・祝）～1月 3 日（月） 

        ■1 月 1 日（土・祝） 

0:00 御本尊御開帳・一番大護摩祈願（住職大導師） 

        ■1 月 2 日（日）、3日（月） 

         12:00 福運お種子銭まき式（コロナの状況により開催の変更あり） 

         13:00 無料子供くじ引き 
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        ■1 月 3 日（月） 

8:00～17:00 秘仏降魔大師坐像
ひ ぶ つ ご う ま だ い し ざ ぞ う

特別ご開帳 

○場   所  寺岡山施薬院薬師寺（足利市寺岡町 871） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線富田駅から徒歩約 15 分 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 20 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 20 分 

東北自動車道佐野藤岡 IC から約 20 分 

○問い合わせ  寺岡山元三大師 TEL 0284-91-3236 

 

８．足利厄除大師大祭〔足利市〕 

 龍泉寺で新年に行われる足利厄除大師大祭は、開山以来 800 年以上の歴史を持つ行事です。角大

師と呼ばれるお姿は、「我が影像を置くところに悪魔・災厄がない」とされ、正月にそのお札を門

戸に貼る信仰が生まれました。縁起ガラマキ式やダルマ市は大勢の人で賑わいます。 

 ※新型コロナウイルス感染症対策を講じると共に、本堂にて参拝者へ「疫病退散の角大師門札」

を授与致します。オンラインでのご祈願もお受けいたします。（HP：https://ryusenji.net/） 

○期   間  2022 年 1 月 1 日（土・祝）～2月 3 日（木） 

■1月 1 日（土・祝）～2月 3 日（木） 

厄除け祈願 

        ■1 月 2 日（日）～3日（月） 

9:00～17:00 ダルマ市 

○場   所  龍泉寺（足利市助戸 1-652） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から車で約 5分 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 7 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 7分 

○問い合わせ  龍泉寺 TEL 0284-41-5685 

 

９．大護摩厳修〔足利市〕 

 堀込薬師宝性寺では元旦からの 4 日間、大護摩厳修を執り行います。特に毎年 1月 4 日は「厄除

大祭（お薬師様のご縁日）」として、境内に露店が出て 1万人近い参詣者で賑わいます。 

この堀込薬師には八木節を全国に広めた堀込源太のお墓があり、その墓前にて、地元堀込町八木節

保存会の皆様による八木節の奉納が行なわれる予定です。 

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては縮小しての開催や中止となることもございます。 

○期   間  2022 年 1 月 1 日（土・祝）～5日（火） 

■1月 1 日（土・祝）～3日（月） 

9:00～16:00 大護摩厳修 

        ■1 月 4 日（火） 

7:30～16:30 「厄除け大祭(お薬師様のご縁日)」  

■1 月 5 日（水）～20 日（木） 

9:00～16:00 新年頭祈願  

○場   所  宝性寺（足利市堀込町 2023） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から車で約 10 分 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 7 分 

         車 ：北関東自動車道太田桐生 IC から約 15 分 

東北自動車道佐野藤岡 IC から約 40 分 

○問い合わせ  宝性寺 TEL 0284-71-2743 
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10．外山毘沙門天
とやまびしゃもんてん

縁日〔日光市〕 

本来、七福神の一つ「毘沙門天」が祀られている外山山頂（標高 880 メートル）で「福銭貸し」

を行う行事ですが、コロナ禍のため、紫雲閣に場所を変更して福銭をお授けします。 

○日   時  2022 年 1 月 3 日（月）7:00～17:00（予定） 

○場   所  日光山輪王寺 紫雲閣（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  日光宇都宮道路日光 IC から車で約 10 分 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

11．発光路の強飯式（ほっこうじのごうはんしき）〔鹿沼市〕※予定 

 発光路妙見神社の祭り当番の受け渡し儀式として行われる行事。氏子の扮した山伏と強力が、新

旧の祭り当番をはじめ、氏子の人々に高盛飯を強います。 

 妙見神社の祭礼の後、当番宿からヨビツカイと呼ばれる子どもたちが各戸を訪れ、当番宿への着

座を求めます。参加者一同が座に着くと、子どもの相伴で当渡しが行われ、この酒を分かち飲みす

ることで儀式が承認されます。 

 続いて太鼓が三度打ち鳴らされると、山伏と強力が登場し強飯式が始まります。強飯式では強力

が口上を述べた後、「責め棒」で新太夫などの首根を押えて祝います。この口上には強力の表情に

似合わないユーモラスなものもあり、集まった観客の笑いを誘います。 

 この行事は、村人に祭り当番を引き受けるにあたって望ましい資質を育てようとする性格を持っ

た重要な行事です。【国指定重要無形民俗文化財】 

○日   時  2022 年 1 月 3 日（月）9:00～11:30 ＜毎年同日開催＞ 

○場   所  発光路公民館（郷土文化保存伝習館）（鹿沼市上粕尾発光路 740）※屋内 

○備   考  ■主なスケジュール（目安） 

9:00～10:00：妙見神社のお祭り 

10:00～11:30：強飯式(発光路公民館にて) 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅から徒歩約 15 分または 

            JR 日光線鹿沼駅から徒歩約 20 分 

         車 ：東北自動車道栃木 IC から約 45 分 

東北自動車道鹿沼 IC から約 50 分 

○駐 車 場  無料（妙見神社と発光路公民館に数台有り） 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会（まちの駅 新・鹿沼宿内） 

TEL 0289-60-2507 FAX 0289-60-1507 

 

12．三日月神社大祭〔鹿沼市〕※予定 

 江戸時代「承応 2年」に小さなほこらをつくり祀ったのが始まりと言われています。月読命を祀

り、国家安泰・五穀豊穣を祈願し、縁組・安産、ことにイボ取り・皮膚病の神として知られていま

す。祈願あるいはお礼参りには豆腐を供える人が多いです。 

○期   間  2022 年 1 月 3 日（月）、2022 年 2 月 13 日（日）8:00～14:00  

＜毎年 1月 3 日及び 2月の第 2 日曜日開催＞ 

○場   所  三日月神社（鹿沼市上殿町 31-1）※屋外 

○備   考  豆腐を供えるのは、昔一農夫が貧しさのため、祈願するのに豆腐のカラだけを食

べて断食して祈り、成就したときにカラではなく実である豆腐を供えたという言

い伝えからきています。 

○交通ガイド  東北自動車道鹿沼 IC から約 10 分 

○駐 車 場  無料 6、7 台 

○問い合わせ  三日月神社 TEL 0289-64-3637 
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13．武射祭
むしゃさい

〔日光市〕 

中禅寺湖畔から神職たちが群馬県の赤城山方向に向かって中禅寺湖上に弓で矢を射る室町時代

から続く神事です。日光男体山の神が群馬赤城山の神と争い、弓の名人の子孫の助けで勝利したと

伝わる神戦伝説に基づきます。 

故事にならい寒風吹きつける中、宮司が神社境内の上神橋から「ヤー」という掛け声とともに一

番矢の鏑矢を放ち、続いて鳥帽子、狩衣姿の神官と弓道家が赤城山方向に次々と矢を放つ勇壮な神

事です。 

○日   時  2022 年 1 月 4 日（火）10:00～ 

○場   所  日光二荒山神社中宮祠（日光市中宮祠 2484） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス湯元温泉行で 

約 50 分「二荒山神社中宮祠」下車 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 30 分 

○駐 車 場  無料 50 台 他有料駐車場あり 

○問い合わせ  日光二荒山神社中宮祠 TEL 0288-55-0017 

 

14．生子神社「日の出祭り」 -献饌祭（けんせんさい）・弓取り式-〔鹿沼市〕※予定 

 樅山町の鎮守、生子神社の例祭は 1月と 9月にあり、9 月の例祭では「泣き相撲」が行われます。

「日の出祭り」は 1月の例祭で、かつては早朝、日の出を待って行われたので、この名がついたと

いわれます。現在は毎年 1月の第 3 日曜日（予定）に行われており、氏子一同が神社に参集し、神

事（献饌祭）を行った後、弓取り式の行事となります。  

 献饌祭は、天正 8 年（1580）天然痘で我が子を亡くした氏子が、42 種の供物を神前に供えて蘇生

を願ったという「生子大明神」の由来である故事に始まるものと伝えられます。また弓取り式は、

魔除けや豊作を祈願する破魔弓の神事で、大蛇の目に見立てた金銀の紙を貼った的をつくり、7 歳

の男子がこれを射て、5 歳の男子が矢を引き抜くもので、古代の太陽信仰にも起源があるといわれ

るものです。 

○日   時  2022 年 1 月 9 日（日） ＜毎年 1月中旬の日曜日＞ 

○場   所  生子神社（鹿沼市樅山町 1167）※屋外 

○備   考  「日の出祭り」は、鹿沼市無形民俗文化財に指定されています。 

■主なスケジュール 

8:00～8:30 神事（献饌祭） 

8:30～9:00 弓取り式 

10:00～11:00・14:00～15:00 上殿太々神楽の奉納 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線鹿沼駅からリーバス「口粟野線」で約 15 分または 
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東武日光線新鹿沼駅からリーバス「口粟野線」で約 5 分 

「生子神社」下車徒歩約 7分 

東武日光線籾山駅から徒歩約 12 分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料 50 台 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会（まちの駅 新・鹿沼宿内） 

TEL 0289-60-2507 FAX 0289-60-1507 

 

15．初市（だるま市）〔真岡市〕※予定 

 だるまの販売や露店などが並ぶ新春恒例の初市が市役所東側五行川沿いで行われます。 

また、ご家庭の「だるま」を回収し供養いたします。（回収は「だるま」のみ） 

※ 新型コロナウイルス感染症の状況によってはイベントを中止する場合があります。 

○日   時  2022 年 1 月 9 日（日）※予定 

○場   所  真岡市役所東側道路 五行川沿い（真岡市荒町 5191） 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道真岡駅から徒歩約 20 分 

         車 ：北関東自動車道真岡 IC から約 10 分 

○問い合わせ  真岡市商工観光課 観光係 TEL 0285-83-8135 

 

16．虚空蔵尊
こ く ぞ う そ ん

縁日〔日光市〕 

虚空蔵尊は鳥居・狛犬を配した神仏習合の鎮守です。近年は虚空蔵尊が丑年・寅年生まれの人の

守り本尊であることから丑年・寅年生まれの人々の信仰を得たり、知恵を授かる仏さまであること

から特に「十三参り」といって十三歳になる少年少女がお参りするなど 1月 9日の宵祭りは大勢の

参拝客で賑わいます。 

○期   間  2022 年 1 月 9 日（日）～10 日（月・祝） 

        ■1 月 9 日（日）13:00～18:00 宵祭り 

        ■1 月 10 日（月・祝）10:00～ 祭典 

○場   所  虚空蔵尊（日光市稲荷町） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線日光駅から徒歩約 10 分 

JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺 

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 4分 

「日光行政センター前」下車徒歩約 3分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 5分 

○駐 車 場  周辺に有料駐車場あり 

○問い合わせ  観音寺 TEL 0288-54-0339 

 

17．春渡祭（おたりや）〔鹿沼市〕※予定 

 火防祈願のほか、古いお札、お守り、熊手、破魔矢等を燃やし、無病息災を祈願します。 

午後 2時神輿前に於て鎮火祭（見学不可）を執行、境内にて古札焼納祭を執行した後、お札、お守

り等に点火します。午後 3時から境内の神楽殿（かぐらでん）において「上殿太々神楽（かみどの

だいだいかぐら）」を奉納します。 

だるま、お飾り、門松、松飾、しめ飾りは基本的に燃やせません。（紙のものに限る。） 

○日   時  2022 年 1 月 10 日（月・祝） ＜毎年同日開催＞ 

○場   所  今宮神社（鹿沼市今宮町 1692）※屋外 

○備   考  ■主なスケジュール 
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14:00～14:30 鎮火祭（見学不可） 

14:30～15:00 古札焼納祭（見学可） 

15:00 頃点火～20:30 消火 

15:00～20:00 太々神楽奉納 

露店：約 70 店 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅から徒歩約 15 分または 

            JR 日光線鹿沼駅から徒歩約 20 分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無し 

○問い合わせ  今宮神社 TEL 0289-62-2679 

 

18．まゆ玉市〔足利市〕 

 虚空蔵菩薩
こ く うぞ うぼ さ つ

を祀るこの寺は、1739 年に虚空蔵堂を修復し、その時からこの祭りは始まったといわ

れます。昔は、「蚕や繭が育ちますように」と養蚕家のための行事でしたが、織物産業が盛んにな

ると「家業がますます繁盛しますように」と商売繁盛を願うようになり、参道では「まゆ玉」が売

られるようになりました。参道には「まゆ玉」の他にも出店があり毎年大勢の人で賑わいます。虚

空蔵は、丑・寅年の守り本尊でもあります。 

○日   時  2022 年 1 月 13 日（木）9:00～20:00 頃 ＜毎年同日開催＞ 

○場   所  徳正寺
とくしょうじ

（足利市本城 3-2090） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から車で約 10 分 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 10 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 15 分 

            東北自動車道佐野藤岡 IC から約 35 分 

○問い合わせ  徳正寺 TEL 0284-21-5797 

 

19．年越大祭〔日光市〕 

厄除けや家内安全などを祈願する祭りとして多くの参拝者が訪れます。 

○日   時  2022 年 1 月 14 日（金）11:00～ 

○場   所  興雲律院（日光市萩垣面 2404） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺 

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 10 分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 5分 

○駐 車 場  周辺に有料駐車場あり 

○問い合わせ  興雲律院 TEL 0288-54-0260 

 

20．初市（黒田原）〔那須町〕※予定 

 役場前の通りに露店が並び、だるまや縁起物のほかに、地元工芸品や特産品の販売も行われます。

子供からお年寄りまでたくさんの人が訪れる地域の伝統的なお祭です。 

○日   時  2022 年 1 月 16 日（日） 

○場   所  黒田原地区 役場前通り（那須町那須町） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線黒田原駅から徒歩約 10 分 

         車 ：東北自動車道那須 IC から約 20 分 

○問い合わせ  那須町商工会 TEL 0287-72-0231 
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21．閻魔大王大祭〔足利市〕 

 閻魔大王の座像（約 2ｍ）が有名で、「えんまさま」と呼ばれており、お堂の前に立つと、自動的

に「えんまさま」のお姿が照らし出されます。近年、縁結びのパワースポットとして、また受験の

学生さんが合格祈願のためにお参りにみえる姿も見られます。 

 毎年 1月 16 日と 8月 16 日に大祭が開催され、威勢のよい太鼓の響きに合わせ、家内安全・無病

息災・厄難消除・学業成就の御祈願が行われます。 

○日   時  2022 年 1 月 16 日（日）10:00～20:00 ＜毎年同日開催＞ 

○場   所  利性院（足利市井草町 2388） 

○備   考  ・米粒名号の実演、頒布も行います。 

        ・前夜祭として閻魔様にまつわる講話やお琴の演奏会を行う予定です。 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から徒歩約 10 分 

東武伊勢崎線足利市駅から徒歩約 10 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 10 分 

            東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○問い合わせ  （一社）足利市観光協会 TEL 0284-43-3000 

 

22．極楽浄土の管弦と舞楽四箇法要
ぶ が く し か ほ う よ う

〔足利市〕※10 月実施から日程・開催場所変更 

 樺崎
かばさき

八幡宮は鑁阿寺
ば ん な じ

の開基として知られる足利氏 2 代目義兼が、その生涯を閉じたところと言わ

れ、本殿の床下には「足利義兼公御廟
ごびょう

」と書かれた墓標が立っています。 

発掘調査の結果、この遺跡は、浄土庭園やお堂跡を残す中世の寺院跡として全国的にも貴重である

ことが認められ、国指定となっています。 

足利市制 100 周年の節目を迎えるこの年に、文化遺産と伝統芸能を有機的に連携させ、国史跡や

文化財に対する興味を喚起し、その魅力を内外に発信することで地域の文化活動の活性化により観

光客の誘致に取り組もうと開催いたします。 

○日   時  2022 年 1 月 16 日（日）14:00～18:30（予定）※14:00 開場 

○場   所  足利市民プラザ文化ホール（足利市朝倉町 264） 

○内   容  ■第一部 足利義兼公墓前祭（奉納式含む） 

■第二部 ―創・天岩戸― 

■第三部 雅楽・舞楽コンサート 

○料   金  3,000 円（未就学児の入場不可） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から車で約 8分 

            東武伊勢崎線足利市駅から車で約 5分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 15 分 

            東北自動車道佐野藤岡 IC から約 40 分 

○問い合わせ  足利歌舞伎（舞楽）親子教室実行委員会 TEL 0284-62-8218 

 

23．御筒粥
おつつがゆ

（足利市指定 民俗文化財）〔足利市〕※予定 

 その年の作物の豊凶を占う珍しい神事です。氏子たちが大きな釜で粥を炊き、その中に葦
よし

の筒を

入れ、筒の中に入った米粒・小豆等の入り具合でその年の農作物の豊凶を占います。占いに使われ

た小豆粥を妊婦が食べると“安産”になるといわれ、今でもこの粥を妊婦に食べさせる風習が残っ

ています。 

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、縮小しての開催となることもございます。 

○日   時  2022 年 1 月 16 日（日）13:00～ 
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○場   所  御厨
みくりや

神社（足利市福富町 2018） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から車で約 15 分 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 10 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 25 分 

            東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○問い合わせ  御厨神社（小堀宮司） TEL 0284-71-0739 

 

24．黒磯初市〔那須塩原市〕 

 新春を告げる恒例行事です。多くの露店が軒を並べ新春の縁起物の販売や、那須塩原市商工会黒

磯支部による各種催しを黒磯駅前通りで開催予定です。 

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、開催を中止する場合もございます。 

○日   時  2022 年 1 月 22 日（土）※予定 ＜毎年第 4土曜日開催＞ 

○場   所  黒磯駅前通り周辺（那須塩原市本町） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線黒磯駅下車 

         車 ：東北自動車道黒磯板室 IC から約 20 分 

○問い合わせ  那須塩原市商工会黒磯支部（那須塩原市商工会館内） TEL 0287-62-0373 

 

25．宇都宮二荒山
ふたあらやま

神社太々神楽
だいだいかぐら

〔宇都宮市〕 

宇都宮市無形文化財の「宇都宮二荒山神社太々神楽」は、江戸時代中頃から続いている上演奉納

神楽です。江戸系統に属する神田流（浅草の若山に始まる）の流れをくみ、神社では宮比流
み や び り ゅ う

太々神

楽と称しています。毎年 1月、5月、9 月の 28 日に奉納されます。娯楽の少なかった時代、神楽は

人々の楽しみのひとつであり、老若男女が境内を埋めつくしたと言われています。 

宇都宮大明神と呼ばれ宇都宮発祥の由緒ある神社に伝わる神楽であり、舞も 18 種、舞面も 40 種

と市内の神楽の中で最大の規模を誇っています。舞面には、それぞれ「明治 4年高田運春」の銘が

あり、貴重なものと言えます。現在は、伝統的な民俗芸能として神楽保存会により守り続けられて

います。 

○日   時  2022 年 1 月 28 日（金） 

○場   所  宇都宮二荒山神社（宇都宮市馬場通り 1-1-1） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線宇都宮駅から市内バスで約 5分 

「馬場町（二荒山神社前）」下車 

東武宇都宮線東武宇都宮駅から徒歩約 10 分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 20 分 

東北自動車道宇都宮 IC から約 25 分 

○駐 車 場  有料 約 300 台 

○問い合わせ  宇都宮二荒山神社 TEL 028-622-5271 
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26．温泉寺節分大祭〔日光市〕※神事のみ 

参列頂いた皆様の無病息災を祈願する「節分追儺式」が行われます。本堂内の「節分追儺式」「豆

まき」のあと、「縁起ガラまき」が行われ、山里の一足早い節分を楽しむことができます。 

○日   時  2022 年 1 月 31 日（月）11:00～ 

○場   所  日光山温泉寺（日光市湯元 2559） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス湯元温泉行で 

約 90 分終点「湯元温泉」下車徒歩約 5分 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 40 分 

○駐 車 場  周辺に無料駐車場あり 

○問い合わせ  日光山中禅寺（立木観音） TEL 0288-55-0013 
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期日 名称 市町名 場所 問い合わせ TEL

10月上旬
～11月上旬

営業休止 ハンターマウンテン紅葉ゴンドラ 那 須塩 原市
ハンターマウンテン塩原
（那須塩原市湯元塩原字前黒）

ハンターマウンテン塩原 0287-32-4580

10月下旬 中止
日光けっこうフェスティバル2021
「日光秋の花火」

日 光 市
・日光市日光運動公園（各種イベ
ント）
・大谷川（花火）

日光市日光観光課 0288-53-3795

10月下旬 中止 日光茶会 日 光 市
日光山輪王寺
（日光市山内2300）

日光公民館 0288-53-3700

10月23日（土）
～24日（日）

中止 那須野巻狩まつり 那 須塩 原市

・那須塩原駅前
（那須塩原市）
・那珂川河畔公園
（那須塩原市黒磯365-1）

那須塩原市商工観光課 0287-62-7154

10月24日（日） 中止 毛野大坊山ハイキング大会 足 利 市
山川町長林寺公園 → 大坊
山山頂 → 大山祇神社 → 山
川町長林寺公園

毛野大坊山観光協会　田沼様 0284-91-2454

10月30日（土）
～10月31日（日）

中止 菊水祭 宇 都 宮 市
宇都宮二荒山神社
（宇都宮市馬場通り1-1-1）

宇都宮二荒山神社 028-622-5271

10月30日(土)
～11月3日(水・祝)

中止 益子の陶器市 益 子 町
城内坂・道祖土（さやど）地区
を中心に益子町内各所

益子町観光協会 0285-70-1120

11月 中止 第43回足利繊維まつり 足 利 市
足利織物会館
（足利市通3丁目2589）

足利繊維まつり実行委員会
（足利織物会館）

0284-21-1511

11月 中止 足利の文化財一斉公開2021 足 利 市 足利市内各所 足利市教育委員会文化課 0284-20-2230

11月 中止 陶器・クラフトアートまつり 足 利 市
栗田美術館
（足利市駒場町1542）

足利秋まつり実行委員会
（足利商工会議所）

0284-21-1354

11月 中止 壬生町総合産業まつり 壬 生 町
道の駅みぶ・みぶハイウェーパー
ク
（下都賀郡壬生町国谷1870-2）

壬生町商工会 0282-82-0475

11月 中止 みぶっ子まちなかストリート 壬 生 町
壬生町役場前通り
（下都賀郡壬生町通町）

壬生まちなか創生ワーキング 0282-81-1844

11月 中止 いたどまち 真 岡 市
どんとこい広場
（真岡市久下田848-5）

真岡市商工観光課商工業係 0285-83-8134

11月上旬 中止 農業祭 小 山 市
栃木県立県南体育館周辺
（小山市外城）

小山市農政課 0285-22-9255

11月2日（火）
～3日（水・祝）

中止 伊王野温泉神社付け祭り 那 須 町
伊王野霞ヶ岡神社
（那須町伊王野1443）

那須歴史探訪館 0287-74-7007

11月5日（金）
～7日（日）

中止 ライトアップ日光2021 日 光 市 日光山　山内
・日光商工会議所日光事務所
・（一社）日光市観光協会

・0288-50-1171
・0288-22-1525

11月6日（土）
～7日（日）

中止 宇都宮餃子祭り2021 宇 都 宮 市
宇都宮城址公園
（宇都宮市本丸町1-15）

宇都宮餃子祭り実行委員会
（宇都宮観光コンベンション協会内）

028-632-2445

11月7日（日） 中止 第44回足利尊氏公マラソン大会 足 利 市
足利市総合運動場
（足利市田所町1123）

足利尊氏公マラソン大会実行委員会
（足利市教育委員会事務局　市民ス
ポーツ課　内）

0284-20-2232

11月中旬 中止 ふる里あわの秋まつり 鹿 沼 市
粟野コミュニティセンター
（鹿沼市口粟野1780）

ふるさとあわのづくり協議会
(粟野商工会内)

0289-85-2281

11月12日（金）
～14日（日）

中止 とちぎ秋まつり 栃 木 市 蔵の街大通り
・栃木市観光振興課
・栃木商工会議所

・0282-21-2374
・0282-23-3131

11月13日（土）
～14日（日）

中止 JA足利まつり 足 利 市
JA足利
（足利市弥生町20）

ＪＡ足利本所 0284-41-7151

11月13日（土）
～14日（日）

中止 おやまバルーンフェスタ 小 山 市
小山総合公園内森のはらっぱ
（小山市外城371-1）

小山市農政課バルーンフェスタ
実行委員会事務局　嶋田氏

090-3577-4759

11月19日（金）
～20日（土）

中止 恵比寿講 足 利 市
西宮神社
（足利市西宮町2931）

西宮神社 0284-21-6790

11月下旬 中止 日光そばまつり 日 光 市
日光だいや川公園
（日光市瀬川844）

日光そばまつり実行委員会
（日光市観光課内）

0288-21-5170

11月20日（土）
～21日（日）

中止 梵天祭 宇 都 宮 市 羽黒山神社及び今里町地内
上河内地区市民センターまちづく
り支援グループ

028-674-3131

まつり・イベント　中止・延期情報
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期日 名称 市町名 場所 問い合わせ TEL

まつり・イベント　中止・延期情報

11月23日（火・祝） 中止 足利学校さままつり 足 利 市
史跡足利学校及びその周辺
（足利市昌平町2338）

足利学校さままつり実行委員会
（足利市観光振興課）

0284-20-2165

11月23日（火・祝） 中止 大産業祭 真 岡 市
市民広場ほか
（真岡市田町）

真岡市商工観光課商工業係 0285-83-8134

11月25日（木）
中止
※神事のみ

子供強飯式 日 光 市
生岡神社
（日光市七里186-2）

（一社）日光市観光協会 0288-22-1525

12月 中止 おもちゃ団地チャリティーバザール 壬 生 町
壬生町総合公園内C駐車場
（下都賀郡壬生町大字国谷）

おもちゃ団地協同組合 0282-86-0331

12月上旬 中止
そば天国
（スタンプラリーに変更）

鹿 沼 市
鹿沼市花木センター
（鹿沼市茂呂2086-1）

鹿沼そば振興会
（鹿沼市農政課内）

0289-63-2192

12月中旬 中止 はが路ふれあいマラソン 真 岡 市 井頭公園スタート
はが路ふれあいマラソン
実行委員会事務局

0285-82-9151

※内容の詳細は、各問い合わせ先にお問い合わせください。
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全
体

が
黄

色
く
染

ま
る

そ
の

姿
は

壮
観

で
す

。
鑁

阿
寺

周
辺

の
足

利
学

校
や

善
徳

寺
の

銀
杏

も
見

事
に

色
付

き
、

こ
の

よ
う

な
秋

の
景

色
は

郊
外

の
多

く
の

場
所

で
ご

覧
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。

【
電

車
】

・
J
R

両
毛

線
足

利
駅

か
ら

徒
歩

約
1
0
分

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
徒

歩
約

1
5
分

【
車

】
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
0
分
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市
町
名

見
頃

場
所

（
住

所
）

紹
　
　
介

交
通

ア
ク
セ
ス

問
い
合

わ
せ

1
0
月

中
旬

～
下

旬
中

禅
寺

湖
湖

畔
～

華
厳

の
滝

（
日

光
市

中
宮

祠
）

紅
葉

に
彩

ら
れ

た
男

体
山

と
中

禅
寺

湖
、
華

厳
ノ
滝

と
の

コ
ン
ト
ラ
ス

ト
は

見
事

。

【
電

車
】

J
R
日

光
線

日
光

駅
、
東

武
日

光
線

東
武

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
中

禅
寺

温
泉

行
、
湯

元
温

泉
行

で
約

4
0

分
「
中

禅
寺

温
泉

」
下

車

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

清
滝

IC
か

ら
約

2
0
分

1
0
月

下
旬

～
1
1
月

上
旬

い
ろ
は

坂
車

窓
に
広

が
る
“
い
ろ
は

坂
”
の

紅
葉

を
眺

め
な
が

ら
、
の

ん
び
り
と

ド
ラ
イ
ブ
を
お
楽

し
み

く
だ
さ
い
。

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

清
滝

IC
か

ら
約

5
分

1
0
月

下
旬

霧
降

高
原

～
霧

降
の

滝
（
日

光
市

所
野

）
日

光
三

名
瀑

の
一

つ
“
霧

降
ノ
滝

”
が

、
紅

葉
の

山
々

の
中

を
流

れ
落

ち
ま
す
。

1
1
月

上
旬

世
界

遺
産

「
日

光
の

社
寺

」
周

辺
（
日

光
市

山
内

）
世

界
の

伝
統

的
な
建

築
美

が
紅

葉
に
包

ま
れ

ま
す
。

【
電

車
】

J
R
日

光
線

日
光

駅
・
東

武
日

光
線

東
武

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
奥

細
尾

行
、
中

禅
寺

温
泉

行
、
湯

元
温

泉
行

、
世

界
遺

産
め
ぐ
り
バ

ス
で
約

1
0
分

「
神

橋
」
下

車 【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

日
光

IC
か

ら
約

1
0
分

1
0
月

中
旬

～
1
1
月

上
旬

日
塩

も
み

じ
ラ
イ
ン

標
高

1
0
0
0
m
を
超

え
る
沿

道
に
は

モ
ミ
ジ
が

多
く
、
赤

や
黄

色
に
染

ま
る
木

々
を
眺

め
な
が

ら
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
め
ま
す
。

【
車

】
東

北
自

動
車

道
西

那
須

野
塩

原
IC
か

ら
約

2
5
分

1
0
月

下
旬

～
1
1
月

上
旬

大
沼

公
園

入
口

（
那

須
塩

原
市

湯
本

塩
原

）
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の

木
道

を
散

策
し
な
が

ら
、
木

々
の

紅
葉

と
草

紅
葉

が
楽

し
め
ま
す
。

【
車

】
東

北
自

動
車

道
西

那
須

野
塩

原
IC
か

ら
約

4
0
分

各
　
地
　
の
　
紅
　
葉
　
情
　
報

那 須 塩 原 市

塩
原

温
泉

観
光

協
会

T
E
L
　
0
2
8
7
-
3
2
-
4
0
0
0

日 光 市

（
一

社
）
日

光
市

観
光

協
会

T
E
L
　
0
2
8
8
-
2
2
-
1
5
2
5
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市
町
名

見
頃

場
所
（
住
所
）

紹
　
　
介

交
通
ア
ク
セ
ス

問
い
合
わ
せ

各
　
地
　
の
　
紅
　
葉
　
情
　
報

1
0
月
中
旬

～
1
1
月
上
旬

塩
那
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

標
高
差
約
1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
、
8
km

の
山
岳
コ
ー
ス
か
ら
の
眺
め
は
絶

景
で
す
。

【
車
】

東
北
自
動
車
道
西
那
須
野
塩
原
IC
か
ら
約
3
0
分

1
1
月
上
旬

～
中
旬

塩
原
温
泉
街

（
那
須
塩
原
市
塩
原
）

「
紅
の
吊
橋
」
は
川
沿
い
の
モ
ミ
ジ
が
真
っ
赤
に
染
ま
る
こ
と
か
ら
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
塩
原
温
泉
を
代
表
す
る
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

【
電
車
】

・
野
岩
鉄
道
上
三
依
塩
原
温
泉
口
駅
か
ら
市
営
バ
ス

（
ゆ
ー
ば
す
）
で
約
2
0
分
「
塩
原
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
下
車
徒
歩
1
分

・
J
R
那
須
塩
原
駅
か
ら
J
R
バ
ス
で
約
6
5
分
「
塩
原
温

泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
下
車
徒
歩
1
分

【
車
】

東
北
自
動
車
道
西
那
須
野
塩
原
IC
か
ら
約
3
0
分

1
1
月
中
旬

も
み
じ
谷
大
吊
橋

（
那
須
塩
原
市
関
谷
）

長
さ
3
2
0
m
の
吊
橋
か
ら
美
し
い
渓
谷
の
景
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

【
電
車
】

J
R
宇
都
宮
線
那
須
塩
原
駅
か
ら
J
R
バ
ス
塩
原
温
泉

行
で
約
3
0
分
「
も
み
じ
谷
大
吊
橋
」
ま
た
は
「
回
顧
橋
」

下
車
徒
歩
約
3
分

【
車
】

東
北
自
動
車
道
西
那
須
野
塩
原
IC
か
ら
約
1
5
分

1
0
月
中
旬

～
1
1
月
上
旬

深
山
ダ
ム

（
那
須
塩
原
市
百
村
）

山
頂
部
か
ら
裾
野
に
か
け
て
深
ま
る
「
三
段
染
め
」
と
呼
ば
れ
る
紅

葉
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
見
事
で
す
。

【
車
】

・
東
北
自
動
車
道
黒
磯
板
室
IC
か
ら
約
4
5
分

・
東
北
自
動
車
道
那
須
IC
か
ら
約
5
0
分

1
0
月
下
旬

～
1
1
月
上
旬

板
室
温
泉
街

（
那
須
塩
原
市
板
室
）

那
珂
川
沿
い
の
遊
歩
道
か
ら
眺
め
る
山
々
の
紅
葉
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

【
電
車
】

J
R
宇
都
宮
線
黒
磯
駅
か
ら
東
野
バ
ス
で
約
5
0
分
「
板

室
温
泉
」
下
車

【
車
】

黒
磯
板
室
IC
か
ら
約
3
0
分

1
1
月
中
旬

～
下
旬

大
山
参
道
（
大
山
公
園
）

（
那
須
塩
原
市
下
永
田
）

明
治
の
元
勲
大
岩
巌
が
眠
る
墓
所
の
参
道
、
樹
齢
1
0
0
年
の
イ
ロ

ハ
モ
ミ
ジ
の
ト
ン
ネ
ル
を
散
策
で
き
ま
す
。

【
電
車
】

J
R
宇
都
宮
線
西
那
須
野
駅
か
ら
徒
歩
約
5
分

【
車
】

東
北
自
動
車
道
西
那
須
野
塩
原
IC
か
ら
約
1
0
分

西
那
須
野
観
光
協
会

T
E
L
　
0
2
7
-
3
7
-
5
1
0
7

那 須 塩 原 市

塩
原
温
泉
観
光
協
会

T
E
L
　
0
2
8
7
-
3
2
-
4
0
0
0
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市
町

名
見

頃
場

所
（
住

所
）

紹
　

　
介

交
通

ア
ク

セ
ス

問
い

合
わ

せ

各
　

地
　

の
　

紅
　

葉
　

情
　

報

御
殿

山
公

園
（
大

田
原

市
佐

久
山

4
4
5
8
-
1
）

　
期

間
中

は
、

推
定

樹
齢

約
2
0
0
年

の
イ

ロ
ハ

モ
ミ

ジ
（
お

お
た

わ
ら

令
和

の
名

木
選

）
な

ど
公

園
内

の
も

み
じ

が
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
（
1
7
時

～
2
1
時

）
さ

れ
ま

す
。

【
車

】
・
東

北
自

動
車

道
矢

板
IC

か
ら

約
2
0
分

・
東

北
自

動
車

道
西

那
須

野
塩

原
IC

か
ら

約
3
0
分

芭
蕉

公
園

（
大

田
原

市
前

田
）

　
「
お

く
の

ほ
そ

道
」
で

俳
聖

松
尾

芭
蕉

が
歩

い
た

足
跡

を
た

ど
り

な
が

ら
紅

葉
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

ま
す

。
【
車

】
東

北
自

動
車

道
西

那
須

野
塩

原
IC

か
ら

約
3
0
分

雲
巌

寺
（
大

田
原

市
雲

岩
寺

）
　

禅
宗

の
日

本
四

大
道

場
と

称
さ

れ
る

雲
巌

寺
が

、
彩

ら
れ

た
紅

葉
の

葉
に

抱
か

れ
る

様
は

見
事

の
ひ

と
こ

と
。

【
電

車
】

J
R

宇
都

宮
線

那
須

塩
原

駅
か

ら
市

営
バ

ス
雲

巌
寺

線
、

須
賀

川
線

で
約

6
0
分

「
雲

巌
寺

前
」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
西

那
須

野
塩

原
IC

か
ら

約
4
5
分

1
0
月

下
旬

～
1
1
月

上
旬

古
峯

園
（
古

峯
神

社
内

）
（
鹿

沼
市

草
久

3
0
2
7
）

大
芦

川
の

源
流

と
周

囲
の

山
ま

で
も

巻
き

込
ん

だ
回

遊
式

の
大

規
模

日
本

庭
園

で
す

。
園

内
に

は
季

節
ご

と
に

楽
し

め
る

植
栽

が
施

さ
れ

、
秋

に
は

も
み

じ
と

苔
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

が
楽

し
め

ま
す

。

【
電

車
】

J
R

鹿
沼

駅
か

ら
バ

ス
で

約
7
0
分

ま
た

は
東

武
日

光
線

新
鹿

沼
駅

か
ら

バ
ス

で
約

6
0
分

、
「
古

峯
神

社
」
下

車

（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

（
ま

ち
の

駅
　

新
・
鹿

沼
宿

内
）

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

1
1
月

下
旬

～
1
2
月

初
旬

掬
翠

園
（
屋

台
の

ま
ち

中
央

公
園

）
（
鹿

沼
市

銀
座

1
-
1
8
7
0
-
1
）

石
を

基
調

と
し

た
日

本
庭

園
で

す
。

秋
に

は
も

み
じ

が
順

に
色

づ
き

、
初

秋
の

頃
に

は
三

色
、

徐
々

に
二

色
の

彩
と

な
り

ま
す

。
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
も

予
定

し
て

い
ま

す
の

で
ご

期
待

く
だ

さ
い

。

【
電

車
】

・
東

武
日

光
線

新
鹿

沼
駅

か
ら

徒
歩

1
5
分

ま
た

は
 J

R
日

光
線

鹿
沼

駅
か

ら
徒

歩
2
0
分

・
バ

ス
で

「
久

保
町

」
下

車
徒

歩
1
分

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

車
で

1
5
分

（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

（
屋

台
の

ま
ち

中
央

公
園

）
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
6
0
7
0

　
　

※
横

根
高

原
・
古

峰
ヶ

原
高

原
か

ら
始

ま
っ

た
紅

葉
も

ク
ラ

イ
マ

ッ
ク

ス
。

最
後

に
市

街
地

の
掬

翠
園

を
お

楽
し

み
く
だ

さ
い

。
　

　
※

色
づ

き
状

況
は

鹿
沼

観
光

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

「
鹿

沼
日

和
」
で

ご
確

認
く
だ

さ
い

。

鹿 沼 市

大
田

原
市

観
光

協
会

T
E
L
　

0
2
8
7
-
5
4
-
1
1
1
0

1
1
月

中
旬

～
下

旬

大 田 原 市
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市
町

名
見

頃
場

所
（
住

所
）

紹
　

　
介

交
通

ア
ク

セ
ス

問
い

合
わ

せ

各
　

地
　

の
　

紅
　

葉
　

情
　

報

足
利

織
姫

神
社

（
足

利
市

西
宮

町
3
8
8
9
）

【
電

車
】

・
J
R

足
利

駅
か

ら
徒

歩
約

2
0
分

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
徒

歩
約

2
5
分

【
車

】
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
0
分

草
雲

美
術

館
（
足

利
市

緑
町

2
丁

目
3
7
6
8
）

【
電

車
】

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
車

で
約

1
0
分

・
J
R

両
毛

線
足

利
駅

か
ら

車
で

約
1
5
分

【
車

】
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

2
0
分

行
道

山
浄

因
寺

（
足

利
市

月
谷

町
1
5
7
9
）

【
電

車
】

Ｊ
Ｒ

両
毛

線
足

利
駅

か
ら

生
活

路
線

バ
ス

あ
し

バ
ス

ア
ッ

シ
ー

行
道

線
で

約
2
0
分

ま
た

は
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
生

活
路

線
バ

ス
あ

し
バ

ス
ア

ッ
シ

ー
行

道
線

で
約

3
0
分

「
行

道
山

」
下

車
徒

歩
約

4
0
分

【
車

】
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
0
分

名
草

巨
石

群
（
足

利
市

名
草

上
町

）

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

2
0
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
4
0
分

足 利 市

1
1
月

上
旬

～
下

旬

織
姫

公
園

の
も

み
じ

谷
で

は
、

約
1
,0

0
0
本

の
も

み
じ

や
ユ

リ
ノ

キ
が

赤
や

黄
色

の
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
を

描
き

、
そ

の
美

し
さ

は
訪

れ
る

人
を

非
日

常
の

世
界

へ
と

誘
い

ま
す

。
こ

の
時

期
は

市
内

各
観

光
名

所
で

赤
や

黄
色

に
染

ま
る

秋
の

景
色

を
お

楽
し

み
頂

け
ま

す
。

足
利

市
観

光
振

興
課

観
光

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
担

当
0
2
8
4
-
2
0
-
2
1
6
5

(一
社

)足
利

市
観

光
協

会
T
E
L
 0

2
8
4
-
4
3
-
3
0
0
0

32



市
町

名
施

設
名

住
　
所

内
　
容

時
　
期

入
園

料
・
料

金
問

い
合

わ
せ

大 田 原 市

宮
崎

り
ん
ご
園

大
田

原
市

亀
久

7
0
5

り
ん
ご

T
E
L
　
0
2
8
7
-
5
4
-
3
3
6
2

中
村

ぶ
ど
う
園

足
利

市
大

沼
田

町
T
E
L
　
0
2
8
4
-
9
1
-
1
2
3
0

戸
叶

ぶ
ど
う
園

足
利

市
大

沼
田

町
T
E
L
　
0
2
8
4
-
9
1
-
0
7
2
7

堀
越

ぶ
ど
う
園

足
利

市
大

沼
田

町
T
E
L
　
0
2
8
4
-
9
1
-
0
4
3
3

久
保

ぶ
ど
う
園

足
利

市
名

草
上

町
T
E
L
　
0
2
8
4
-
4
1
-
9
0
5
5

尾
花

ぶ
ど
う
園

足
利

市
久

保
田

町
T
E
L
　
0
2
8
4
-
7
2
-
6
7
9
0

益 子 町
J
A
は

が
野

　
益

子
フ
レ
ッ
シ
ュ
直

売
所

芳
賀

郡
益

子
町

塙
5
2
7
-
6

り
ん
ご

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
8
7
6
8

F
A
X
　
0
2
8
5
-
7
2
-
6
5
8
2

岩
崎

り
ん
ご
園

芳
賀

郡
益

子
町

七
井

1
7
7
3

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
5
1
3
9

ア
ッ
プ
ル

ラ
ン
ド
島

田
芳

賀
郡

益
子

町
大

沢
6
8
8
-
1

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
5
0
5
4

島
田

り
ん
ご
園

芳
賀

郡
益

子
町

大
沢

3
3
6
2
-
1

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
4
6
4
2

広
田

果
樹

園
芳

賀
郡

益
子

町
山

本
6
4

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
2
8
3
1

浦
壁

ぶ
ど
う
園

芳
賀

郡
益

子
町

大
沢

3
2
5

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
2
5
7
7

谷
口

ぶ
ど
う
園

芳
賀

郡
益

子
町

上
大

羽
1
1
0
8

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
3
1
4
9

廣
沢

ぶ
ど
う
園

芳
賀

郡
益

子
町

山
本

4
3
2

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
2
8
1
8

観
　
光
　
農
　
園
　
情
　
報

益 子 町足 利 市

（
団

体
の

み
受

付
）

○
り
ん
ご
狩

り
（
2
個

も
ぎ
取

り
・
食

べ
放

題
）

期
間

：
9
月

下
旬

～
1
1
月

下
旬

料
金

：
6
5
0
円

7
月

中
旬

～
1
0
月

下
旬

※
各

農
園

に
よ
っ
て
収

穫
期

間
が

異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
摘

み
取

り
体

験
等

に
つ
き
ま
し
て
は

事
前

に
農

園
様

に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

9
月

～
1
1
月

（
1
0
種

）

※
団

体
で
の

入
場

は
事

前
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

ぶ
ど
う

ぶ
ど
う

○
り
ん
ご
　
　
8
月

下
旬

～
1
2
月

下
旬

○
ぶ

ど
う
　
　
8
月

中
旬

～
1
1
月

上
旬

※
各

農
園

に
よ
っ
て
収

穫
期

間
が

異
な
り
ま
す
の

で
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

り
ん
ご
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市
町

名
館

　
名

催
　

　
し

会
　

期
料

　
金

休
館

日
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

【
生

誕
1
4
0
年

 小
杉

放
菴

 所
蔵

名
品

撰
】

小
杉

放
菴

（
1
8
8
1
～

1
9
6
4
）
は

今
年

、
生

誕
1
4
0
年

を
迎

え
ま

す
。

こ
れ

を
記

念
し

て
、

開
館

以
来

2
4
年

間
に

わ
た

っ
て

収
集

し
て

き
た

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

か
ら

厳
選

し
た

約
7
0
点

の
作

品
に

よ
り

、
1
9
0
0

年
代

か
ら

1
9
6
0
年

代
、

年
齢

に
す

れ
ば

2
0
代

か
ら

8
0
代

ま
で

、
半

世
紀

以
上

に
わ

た
る

小
杉

放
菴

作
品

の
数

々
か

ら
厳

選
し

た
逸

品
を

ご
紹

介
い

た
し

ま
す

。

1
0
月

1
日

（
金

）
～

1
1
月

1
4
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で
※

9
月

1
1
日

（
土

）
か

ら
開

催
予

定
が

延
期

と
な

っ
た

も
の

【
大

解
剖

！
日

本
画

の
ミ

リ
ョ

ク
】

近
代

に
生

ま
れ

、
今

も
進

化
を

続
け

る
日

本
画

。
彩

色
に

は
岩

絵
具

や
墨

、
支

持
体

に
は

絹
や

紙
、

表
装

に
は

軸
・
額

・
屏

風
・
巻

子
と

、
そ

の
技

法
や

形
式

は
実

に
様

々
で

す
。

本
展

は
、

当
館

所
蔵

の
日

本
画

を
「
色

・
支

持
体

・
表

装
」
の

３
つ

の
視

点
か

ら
紹

介
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
奥

深
い

魅
力

に
迫

り
ま

す
。

1
1
月

2
0
日

（
土

）
～

2
0
2
2
年

1
月

2
3
日

(日
)

9
:3

0
～

1
7
:0

0
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

【
山

水
百

景
】

「
山

水
画

」
は

、
画

家
の

胸
中

に
あ

る
理

想
郷

を
モ

チ
ー

フ
と

し
た

も
の

で
す

。
近

代
で

は
主

に
日

本
画

家
に

よ
っ

て
描

か
れ

ま
し

た
が

、
現

代
に

お
い

て
は

日
本

画
・
洋

画
を

問
わ

ず
描

か
れ

て
い

ま
す

。
本

展
は

小
杉

放
菴

、
吉

田
博

、
大

山
魯

牛
、

入
江

観
ら

近
現

代
の

画
家

た
ち

が
手

が
け

た
山

水
画

を
な

ら
べ

、
そ

の
豊

か
な

諸
相

を
ご

覧
い

た
だ

き
ま

す
。

2
0
2
2
年

1
月

2
9
日

（
土

）
～

4
月

3
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

特
別

展
「
舞

い
踊

る
伝

承
－

那
須

地
域

の
獅

子
舞

・
城

鍬
舞

・
念

仏
踊

り
－

」
1
0
月

9
日

（
土

）
～

1
2
月

1
2
日

（
日

）
9
:0

0
～

1
7
:0

0
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

企
画

展
「
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
×

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

－
博

物
館

っ
て

な
に

す
る

と
こ

ろ
？

－
」

1
2
月

2
5
日

（
土

）
～

2
0
2
2
年

4
月

1
0
日

（
日

）
9
:0

0
～

1
7
:0

0
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

鹿 沼 市

鹿
沼

市
民

文
化

セ
ン

タ
ー

(鹿
沼

市
坂

田
山

2
-
1
7
0
)

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
夏

・
秋

番
組

む
し

む
し

星
座

大
行

進
6
月

2
6
日

(土
)～

1
1
月

2
3
日

(火
・
祝

)
土

曜
 1

3
:3

0
／

日
曜

 1
1
:0

0
・
1
3
:3

0

幼
児

：
無

料
小

中
学

生
：
1
0
0
円

高
校

生
：
2
0
0
円

一
般

：
3
0
0
円

火
曜

日
（
休

日
の

場
合

は
開

館
）

【
電

車
】

J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

リ
ー

バ
ス

で
約

5
分

ま
た

は
東

武
日

光
線

新
鹿

沼
駅

か
ら

リ
ー

バ
ス

で
約

1
0
分

「
久

保
町

」
下

車
徒

歩
約

1
5
分

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

約
2
0
分

0
2
8
9
-
6
5
-
5
5
8
1

足 利 市

栗
田

美
術

館
（
足

利
市

駒
場

町
1
5
4
2
）

【
栗

田
美

術
館

特
集

陳
列

　
伊

萬
里

焼
の

変
遷

と
銘

】
銘

と
は

主
に

茶
道

具
を

中
心

に
形

成
さ

れ
た

概
念

で
、

工
芸

品
に

つ
け

ら
れ

た
愛

称
や

通
称

、
商

標
な

ど
の

こ
と

で
す

。
陶

磁
器

に
製

作
者

や
窯

、
製

作
者

や
商

標
な

ど
を

記
し

た
銘

款
も

一
般

的
に

銘
と

称
さ

れ
ま

す
。

今
回

の
特

集
で

は
、

伊
萬

里
焼

の
大

ま
か

な
変

遷
に

併
せ

て
銘

も
ご

鑑
賞

い
た

だ
き

ま
す

。
前

期
か

ら
の

引
き

続
き

の
展

示
で

す
が

、
一

部
作

品
の

入
れ

替
え

を
行

い
ま

す
。

9
月

1
8
日

（
土

）
～

2
0
2
2
年

2
月

2
7
日

（
日

）
1
0
:0

0
～

1
6
:3

0
※

入
館

は
1
6
:0

0
ま

で
※

当
面

の
間

は
時

間
短

縮
の

た
め

、
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

一
般

1
,2

5
0
円

（
1
,0

0
0
円

）
小

学
生

・
中

学
生

・
高

校
生

5
0
0
円

（
4
0
0
円

）
※

（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

月
曜

日
（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
翌

日

【
電

車
】

J
R

両
毛

線
富

田
駅

、
あ

し
か

が
フ

ラ
ワ

ー
パ

ー
ク

駅
か

ら
徒

歩
約

1
0
分

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

2
0
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
1
5
分

0
2
8
4
-
9
1
-
1
0
2
6

一
般

：
7
3
0
円

（
6
5
0
円

）
大

学
生

5
1
0
円

（
4
6
0
円

）
高

校
生

以
下

無
料

※
（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

月
曜

日
（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
翌

日
※

展
示

替
え

、
館

内
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

よ
る

臨
時

休
館

日
あ

り

【
電

車
】

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

日
光

駅
よ

り
東

武
バ

ス
奥

細
尾

行
・
中

禅
寺

温
泉

行
・
湯

元
温

泉
行

・
世

界
遺

産
め

ぐ
り

バ
ス

で
約

1
0
分

｢神
橋

｣下
車

徒
歩

約
3
分

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

日
光

IC
か

ら
約

1
0
分

0
2
8
8
-
5
0
-
1
2
0
0

美
　

術
　

館
　

・
　

博
　

物
　

館
　

 情
　

報

0
2
8
7
-
3
6
-
0
9
4
9

【
電

車
】

・
J
R

宇
都

宮
線

西
那

須
野

駅
ま

た
は

那
須

塩
原

駅
か

ら
J
R

バ
ス

塩
原

温
泉

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
行

で
「
三

島
農

場
」
下

車
徒

歩
3
分

・
J
R

宇
都

宮
線

西
那

須
野

駅
か

ら
ゆ

ー
バ

ス
西

那
須

野
内

循
環

線
で

「
那

須
野

が
原

博
物

館
」

下
車

、
徒

歩
す

ぐ

【
車

】
東

北
自

動
車

道
西

那
須

野
塩

原
IC

か
ら

約
5
分

那
須

野
が

原
博

物
館

一
般

3
0
0
円

（
2
5
0
円

）
高

校
生

・
大

学
生

2
0
0
円

（
1
5
0
円

）
小

学
生

・
中

学
生

1
0
0
円

（
5
0
円

）
※

（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

那 須 塩 原 市

月
曜

日
（
休

日
の

場
合

は
開

館
）
、

く
ん

蒸
期

間
（
9
月

2
1
日

～
9
月

2
7
日

）
、

年
末

年
始

（
1
2
月

2
9
日

～
1
月

3
日

）
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
予

定
を

変
更

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

日 光 市

小
杉

放
菴

記
念

日
光

美
術

館
（
日

光
市

山
内

2
3
8
3
-
3
）
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市
町

名
館

　
名

催
　

　
し

会
　

期
料

　
金

休
館

日
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

美
　

術
　

館
　

・
　

博
　

物
　

館
　

 情
　

報

佐
野

市
立

吉
澤

記
念

美
術

館
（
佐

野
市

葛
生

東
1
-
1
4
-
3
0
）

収
蔵

企
画

展
「
画

面
の

モ
ン

ダ
イ

」
伊

藤
若

冲
《
菜

蟲
譜

》
は

約
1
1
メ

ー
ト

ル
の

長
い

絵
で

す
が

、
5
枚

の
絵

絹
を

つ
な

い
で

描
か

れ
て

お
り

、
各

紙
ご

と
に

構
成

が
練

ら
れ

て
い

ま
す

。
画

家
や

工
芸

家
は

ど
ん

な
こ

と
を

考
え

て
、

構
図

を
考

え
た

り
文

様
デ

ザ
イ

ン
を

し
た

り
し

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
？

作
品

を
見

る
と

き
の

ヒ
ン

ト
、

自
分

で
作

る
時

の
ヒ

ン
ト

に
も

な
る

展
覧

会
で

す
。

1
0
月

9
日

（
土

）
～

1
2
月

1
2
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
8
月

8
日

（
日

）
～

9
月

1
3
日

（
月

）
ま

で
休

館

一
般

5
2
0
円

(4
7
0
円

)
障

害
者

手
帳

等
を

お
持

ち
の

方
・
大

学
生

以
下

無
料

（
要

障
害

者
手

帳
・
学

生
証

の
掲

示
）

※
（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

月
曜

日
、

展
示

替
え

期
間

ほ
か

【
電

車
】

東
武

佐
野

線
葛

生
駅

か
ら

徒
歩

約
1
0
分

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

佐
野

田
沼

IC
か

ら
約

1
5
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
3
0
分

0
2
8
3
-
8
6
-
2
0
0
8

佐
野

市
立

葛
生

伝
承

館
（
佐

野
市

葛
生

東
1
-
1
1
-
2
6
）

展
覧

会
「
祝

い
掛

軸
展

」

1
0
月

9
日

（
土

）
～

2
0
2
2
年

1
月

2
3
日

（
日

）
9
:0

0
～

1
7
:0

0
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
当

面
の

間
は

休
館

無
料

月
曜

日
(祝

休
日

の
場

合
は

開
館

、
翌

日
休

館
)、

祝
日

の
翌

日
（
祝

休
日

の
翌

日
が

土
・
日

曜
日

の
場

合
は

開
館

）
、

年
末

年
始

、
展

示
替

え
期

間

【
電

車
】

東
武

佐
野

線
葛

生
駅

か
ら

徒
歩

約
1
0
分

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

佐
野

田
沼

IC
か

ら
約

1
5
分

・
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC

か
ら

約
2
0
分

0
2
8
3
-
8
4
-
3
3
1
1

【
旧

濱
田

庄
司

邸
・
第

3
展

示
室

】
益

子
人

－
髙

橋
恭

司
が

撮
る

益
子

に
暮

ら
す

5
0
0
人

の
肖

像
－

9
月

1
7
日

（
金

）
～

1
1
月

1
4
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
2
月

～
1
0
月

）
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で
9
:3

0
～

1
6
:0

0
（
1
1
月

～
1
月

）
※

入
館

は
1
5
:3

0
ま

で

無
料

【
笹

島
喜

平
館

】
日

本
拓

版
画

会
展

1
0
月

1
0
日

(日
)～

1
1
月

7
日

(日
)

【
藍

よ
り

青
く

 栃
木

県
文

化
功

労
者

受
章

記
念

 日
下

田
正

展
】

日
下

田
正

は
益

子
で

絶
え

て
し

ま
っ

た
茶

綿
を

再
び

栽
培

し
、

茶
綿

に
よ

る
滋

味
あ

ふ
れ

る
藍

色
を

完
成

し
ま

し
た

。
さ

ら
に

、
草

木
染

に
よ

っ
て

綿
を

様
々

な
色

に
染

め
て

紡
ぎ

混
ぜ

た
“
混

じ
り

糸
”
を

使
う

こ
と

で
、

こ
れ

ま
で

に
な

い
表

情
豊

か
な

染
織

を
生

み
出

し
ま

し
た

。
本

展
で

は
日

下
田

の
新

た
な

創
造

と
挑

戦
を

紹
介

し
ま

す
。

1
0
月

1
0
日

（
日

）
～

1
月

1
0
日

（
月

・
祝

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
2
月

～
1
0
月

）
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で
9
:3

0
～

1
6
:0

0
（
1
1
月

～
1
月

）
※

入
館

は
1
5
:3

0
ま

で

【
う

つ
わ

の
未

来
へ

】
1
月

1
8
日

（
火

）
～

3
月

2
7
日

（
日

）
「
う

つ
わ

」
は

や
き

も
の

の
一

番
基

本
と

な
る

姿
か

た
ち

を
し

て
い

ま
す

。
古

今
東

西
さ

ま
ざ

ま
な

作
り

手
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

文
化

と
深

く
結

び
つ

き
な

が
ら

う
つ

わ
の

表
現

に
挑

戦
し

て
き

ま
し

た
。

本
展

で
は

、
新

収
蔵

作
品

を
含

む
益

子
陶

芸
美

術
館

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
通

し
て

、
う

つ
わ

の
造

形
の

魅
力

に
迫

り
ま

す
。

1
月

1
8
日

（
火

）
～

3
月

2
7
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
6
:0

0
（
1
1
月

～
1
月

）
※

入
館

は
1
5
:3

0
ま

で
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
2
月

～
1
0
月

）
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

益 子 町

益
子

陶
芸

美
術

館
／

陶
芸

メ
ッ

セ
・
益

子
（
芳

賀
郡

益
子

町
益

子
3
0
2
1
）

月
曜

日
（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
翌

日
※

展
示

替
え

に
よ

る
臨

時
休

館
日

あ
り

【
電

車
】

・
真

岡
鐵

道
益

子
駅

か
ら

徒
歩

約
2
5
分

・
J
R

宇
都

宮
駅

か
ら

関
東

バ
ス

益
子

行
で

約
6
0
分

「
陶

芸
メ

ッ
セ

入
口

」
下

車
徒

歩
約

2
分

【
高

速
バ

ス
：
秋

葉
原

駅
か

ら
関

東
や

き
も

の
ラ

イ
ナ

ー
で

約
2
時

間
3
0
分

「
陶

芸
メ

ッ
セ

入
口

」
下

車
徒

歩
約

2
分

【
車

】
北

関
東

自
動

車
道

桜
川

筑
西

Ｉ
Ｃ

か
ら

約
2
0
分

、
真

岡
IC

か
ら

約
2
5
分

0
2
8
5
-
7
2
-
7
5
5
5

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
as

h
ik

o
-
m

u
se

u
m

.jp
/

一
般

6
0
0
円

（
5
5
0
円

）
小

学
生

・
中

学
生

3
0
0
円

（
2
5
0
円

）
（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金
※

6
5
歳

以
上

は
個

人
・
団

体
と

も
に

3
0
0
円

佐 野 市
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市
町

名
場

　
所

内
　

容
会

　
期

料
　

金
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

日
光

霧
降

ス
ケ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

（
日

光
市

所
野

2
8
5
4
）

屋
外

ス
ピ

ー
ド

リ
ン

ク
オ

ー
プ

ン
4
0
0
Ｍ

の
公

認
標

準
ダ

ブ
ル

ト
ラ

ッ
ク

の
国

際
規

格
ス

ケ
ー

ト
リ

ン
ク

が
オ

ー
プ

ン
し

ま
す

。
※

競
技

会
等

に
よ

り
休

館
や

営
業

時
間

の
変

更
が

あ
り

ま
す

の
で

、
ご

来
場

の
際

は
事

前
に

ご
確

認
く
だ

さ
い

。

1
1
月

3
日

（
水

・
祝

）
～

2
月

下
旬

予
定

平
日

：
1
0
:0

0
～

1
6
:0

0
土

日
・
祝

日
：
9
:3

0
～

1
6
:3

0

大
人

1
,5

6
0
円

小
人

　
8
3
0
円

【
貸

靴
完

備
（
5
1
0
円

）
】

【
電

車
】

(～
1
1
/
3
0
ま

で
)

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
霧

降
高

原
行

で
約

1
0
分

「
丸

美
」
下

車
徒

歩
1
5
分

（
1
2
/
1
以

降
）

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
霧

降
ノ

滝
（
日

光
霧

降
ス

ケ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
経

由
）
行

で
約

1
0
分

「
日

光
霧

降
ス

ケ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
」
下

車

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

日
光

IC
か

ら
約

1
0
分

T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
4
-
2
4
0
1

光
徳

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

ス
キ

ー
場

（
日

光
市

光
徳

温
泉

）

光
徳

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

ス
キ

ー
場

オ
ー

プ
ン

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

ス
キ

ー
や

ス
ノ

ー
シ

ュ
ー

専
門

の
ス

キ
ー

場
。

雄
大

な
雪

景
色

の
中

を
滑

り
な

が
ら

、
大

自
然

の
美

し
さ

や
解

放
感

を
満

喫
で

き
ま

す
。

初
心

者
の

方
に

お
す

す
め

な
１

km
コ

ー
ス

か
ら

３
km

・
５

km
・
1
0
km

コ
ー

ス
や

全
日

本
ス

キ
ー

連
盟

A
級

公
認

の
公

認
５

km
コ

ー
ス

が
あ

り
ま

す
。

1
2
月

下
旬

～
※

積
雪

次
第

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

【
電

車
】

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
光

徳
経

由
湯

元
温

泉
行

で
約

7
0
分

「
光

徳
温

泉
・
日

光
ア

ス
ト

リ
ア

ホ
テ

ル
」
下

車

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

清
滝

IC
か

ら
約

4
0
分

日
光

ア
ス

ト
リ

ア
ホ

テ
ル

T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
5
-
0
5
8

＜
シ

ー
ズ

ン
外

＞
東

武
興

業
㈱

日
光

事
務

所
T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
3
-
0
9
0
1

日
光

湯
元

温
泉

ス
キ

ー
場

（
日

光
市

湯
元

温
泉

）

日
光

湯
元

温
泉

ス
キ

ー
場

オ
ー

プ
ン

な
だ

ら
か

な
林

間
コ

ー
ス

Ａ
・
Ｂ

・
Ｃ

は
、

初
心

者
の

方
お

す
す

め
。

中
級

Ｄ
コ

ー
ス

で
は

、
男

体
山

や
湯

ノ
湖

を
バ

ッ
ク

に
日

光
の

大
自

然
が

満
喫

で
き

ま
す

。
ま

た
、

小
さ

な
お

子
様

用
の

チ
ャ

イ
ル

ド
広

場
で

は
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

も
開

催
。

ス
キ

ー
の

後
は

、
湯

元
温

泉
の

に
ご

り
湯

・
硫

黄
温

泉
を

お
楽

し
み

い
た

だ
け

ま
す

。

1
2
月

下
旬

～
※

積
雪

次
第

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

【
電

車
】

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
奥

細
尾

行
・
中

禅
寺

温
泉

行
・
湯

元
温

泉
行

で
約

9
0
分

「
湯

元
温

泉
（
終

点
）
」
下

車
徒

歩
約

7
分

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

清
滝

IC
か

ら
約

4
0
分

日
光

湯
元

温
泉

ス
キ

ー
場

T
E
L
　

0
2
8
8
-
6
2
-
2
5
3
2

＜
シ

ー
ズ

ン
外

＞
東

武
興

業
㈱

日
光

事
務

所
T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
3
-
0
9
0
1

那 須 町

那
須

温
泉

フ
ァ

ミ
リ

ー
ス

キ
ー

場
（
那

須
郡

那
須

町
湯

本
 那

須
岳

国
有

林
内

）

那
須

温
泉

フ
ァ

ミ
リ

ー
ス

キ
ー

場
オ

ー
プ

ン
高

原
特

有
の

天
然

パ
ウ

ダ
ー

ス
ノ

ー
と

大
パ

ノ
ラ

マ
が

楽
し

め
る

フ
ァ

ミ
リ

ー
ゲ

レ
ン

デ
で

、
標

高
1
,3

5
0
ｍ

か
ら

の
滑

降
は

初
心

者
か

ら
中

級
者

ま
で

楽
し

ん
で

い
た

だ
け

ま
す

。
ス

ノ
ー

ボ
ー

ド
滑

走
禁

止
で

、
ご

家
族

連
れ

の
方

に
も

安
心

で
す

。

1
2
月

下
旬

（
予

定
）

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

【
電

車
】

J
R

宇
都

宮
線

黒
磯

駅
か

ら
東

野
バ

ス
大

丸
温

泉
方

面
で

約
6
0
分

「
弁

天
温

泉
」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
那

須
IC

か
ら

約
2
0
分

那
須

温
泉

フ
ァ

ミ
リ

ー
ス

キ
ー

場
T
E
L
　

0
2
8
7
-
7
6
-
2
5
6
7

那
須

未
来

株
式

会
社

T
E
L
　

0
2
8
7
-
7
8
-
2
0
0
8

施
設

オ
ー

プ
ン

・
休

館
な

ど
　

各
種

情
報

日 光 市
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市
町

名
場

所
／

区
間

等
内

　
　

容
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

古
峰

ヶ
原

高
原

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

日
光

開
山

に
先

立
ち

、
勝

道
上

人
は

鹿
沼

の
山

で
3
年

間
の

修
業

を
し

ま
し

た
。

そ
の

修
験

の
場

「
深

山
巴

の
宿

（
ｼ
ﾞﾝ

ｾ
ﾞﾝ

ﾄﾓ
ｴ
ﾉ
ｼ
ｭ
ｸ
）
」
が

あ
る

の
が

古
峰

ヶ
原

高
原

で
す

。
深

山
巴

の
宿

は
そ

の
名

の
由

来
と

な
っ

た
天

然
の

「
巴

形
の

水
路

」
が

確
認

で
き

、
当

時
へ

と
思

い
を

馳
せ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
周

辺
の

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

は
い

ず
れ

も
広

葉
樹

林
が

多
く
、

鹿
沼

市
で

最
も

早
い

紅
葉

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

北
側

ル
ー

ト
の

行
者

沼
や

行
者

岳
を

経
て

地
蔵

岳
・

夕
日

岳
へ

向
か

う
登

山
道

は
尾

根
筋

を
通

る
こ

と
か

ら
、

紅
葉

と
併

せ
て

秋
の

澄
ん

だ
空

気
に

よ
る

眺
望

を
楽

し
め

ま
す

。
こ

の
ル

ー
ト

が
ま

さ
に

勝
道

上
人

の
日

光
開

山
の

道
で

、
薬

師
岳

を
越

え
、

茶
ノ

木
平

へ
と

伸
び

て
い

ま
す

。

○ 約 1
2

km

　 古 峯 神 社

→ 9
0

分

　 古 峰 ヶ 原 高 原

→ 4
5

分

　 三 枚 岩
→ 1
5

分

　 方 塞 山
→ 1
5

分

　 三 枚 岩
→ 4
5

分

　 古 峰 ヶ 原 高 原

→ 9
0

分

　 古 峯 神 社

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
古

峰
原

線
」

東
武

日
光

線
新

鹿
沼

駅
か

ら
6
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

7
0
分

「
古

峰
原

神
社

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

5
0
分

（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

鹿
沼

市
観

光
交

流
課

0
2
8
9
-
6
3
-
2
3
0
3

○ 約 6 km

　 石 裂
→ 1
0

分

　 加 蘇 山 神 社

→ 2
0

分

　 休 憩 所
→ 5 分

　 千 本 桂
→ 2
0

分

　 中 の 宮
→ 1
5

分

　 奥 の 宮
→ 4
5

分

　 東 剣 ノ 峰

→ 1
0

分

　 西 剣 ノ 峰

→ 2
5

分

　 石 裂 山
→ 1
5

分

　 月 山
→ 6
0

分

　 休 憩 所
→ 2
0

分

　 加 蘇 山 神 社

→ 1
0

分

　 石 裂

横
根

高
原

周
廻

コ
ー

ス
（
井

戸
湿

原
周

廻
）

方
塞

山
・
横

根
山

、
井

戸
湿

原
と

い
っ

た
名

所
満

載
の

コ
ー

ス
で

す
。

鹿
沼

の
紅

葉
の

出
発

点
は

こ
の

横
根

高
原

。
日

毎
に

樹
々

の
色

合
い

が
変

わ
っ

て
私

た
ち

を
楽

し
ま

せ
て

く
れ

ま
す

。
井

戸
湿

原
で

は
吸

い
込

ま
れ

そ
う

な
青

空
に

草
紅

葉
が

映
え

ま
す

。
拠

点
と

な
る

ハ
イ

ラ
ン

ド
ロ

ッ
ジ

に
宿

泊
し

て
、

月
の

出
を

待
つ

の
も

一
興

で
す

。
※

生
態

系
維

持
の

た
め

、
ペ

ッ
ト

を
連

れ
て

の
ハ

イ
キ

ン
グ

は
で

き
ま

せ
ん

。

○ 約 4
.7

km

　 前 日 光 ハ イ ラ ン ド ロ ッ ジ

→ 2
5

分

　 象 の 鼻 展 望 台

→ 1
5

分

　 井 戸 湿 原

→ 2
0

分

　 横 根 山
→ 5
0

分

　 前 日 光 ハ イ ラ ン ド ロ ッ ジ

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

8
0
分

東
北

自
動

車
道

栃
木

IC
か

ら
7
0
分

前
日

光
ハ

イ
ラ

ン
ド

ロ
ッ

ジ
0
2
8
8
-
9
3
-
4
1
4
1

（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

高
鳥

屋
山

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

鹿
沼

市
酒

野
谷

の
平

地
に

ぽ
つ

ん
と

佇
む

、
標

高
3
2
0
ｍ

の
高

鳥
屋

山
。

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

が
整

備
さ

れ
、

初
心

者
や

子
ど

も
で

も
安

心
し

て
楽

し
め

る
山

で
す

。
コ

ー
ス

が
5
つ

設
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

い
ず

れ
も

山
頂

尾
根

に
つ

な
が

っ
て

い
て

四
方

の
景

色
が

望
め

ま
す

。
麓

に
は

出
会

い
の

森
オ

ー
ト

キ
ャ

ン
プ

場
が

あ
り

ま
す

の
で

キ
ャ

ン
プ

・
川

遊
び

と
あ

わ
せ

て
お

楽
し

み
い

た
だ

け
ま

す
。

※
オ

ー
ト

キ
ャ

ン
プ

場
の

ご
利

用
に

は
予

約
が

必
要

で
す

。

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
南

摩
線

」
東

武
日

光
線

新
鹿

沼
駅

か
ら

1
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

2
5
分

「
出

会
い

の
森

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

2
0
分

出
会

い
の

森
総

合
公

園
0
2
8
9
-
6
0
-
3
3
2
1

（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

　
①

愛
宕

コ
ー

ス
　

　
　

　
　

1
.4

㎞
、

5
0
～

8
0
分

　
②

ふ
れ

あ
い

コ
ー

ス
　

　
0
.5

㎞
、

2
0
～

3
0
分

　
③

大
沢

コ
ー

ス
　

　
　

　
　

0
.8

㎞
、

2
0
～

4
0
分

　
④

滝
の

沢
コ

ー
ス

　
　

　
 1

.0
㎞

、
3
0
～

5
0
分

鹿 沼 市

＜
し

っ
か

り
し

た
装

備
・
服

装
で

、
安

全
に

お
楽

し
み

く
だ

さ
い

＞
　

詳
細

は
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

「
鹿

沼
日

和
」
で

ご
確

認
く
だ

さ
い

。

登
山

・
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
情

報

行
程

・
距

離

石
裂

山
回

遊
登

山
ル

ー
ト

標
高

は
頂

上
で

も
8
9
0
ｍ

と
高

く
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
鎖

や
は

し
ご

な
ど

が
設

置
さ

れ
た

変
化

に
富

ん
だ

山
で

す
。

本
格

的
な

登
山

コ
ー

ス
と

認
識

し
て

、
き

ち
ん

と
し

た
装

備
で

入
山

し
て

く
だ

さ
い

。
　

登
山

口
は

加
蘇

山
神

社
社

務
所

か
ら

5
0
0
ｍ

ほ
ど

奥
に

あ
る

「
下

の
宮

」
。

途
中

に
は

栃
木

県
の

天
然

記
念

物
「
千

本
桂

」
や

鎖
を

頼
り

に
登

る
「
行

者
返

し
の

岩
」
な

ど
名

所
が

次
々

と
現

れ
ま

す
。

　
行

者
返

し
の

岩
ま

で
は

主
に

針
葉

樹
林

で
す

が
、

ウ
ル

シ
な

ど
紅

葉
す

る
低

木
が

多
く
見

ら
れ

ま
す

。
奥

の
宮

か
ら

尾
根

筋
に

向
か

う
あ

た
り

か
ら

広
葉

樹
が

多
く
な

り
、

鮮
や

か
な

紅
葉

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

最
高

峰
の

月
山

か
ら

は
日

光
連

山
が

望
め

ま
す

。

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
上

久
我

線
」
（
1
日

2
本

）
東

武
日

光
線

新
鹿

沼
駅

か
ら

4
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

5
0
分

「
石

裂
山

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

4
0
分

（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

鹿
沼

市
観

光
交

流
課

0
2
8
9
-
6
3
-
2
3
0
3
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市
町

名
場
　
所

内
　
容

詳
細
情
報

交
通

ア
ク
セ
ス

問
い
合

わ
せ

木
の
ふ
る
さ
と
伝
統

工
芸
館

（
鹿
沼
市
麻
苧
町
1
5
5
6
-
1
）

▼
H
P

h
tt
ps
:/
/
w
w
w
w
.c
it
y.
ka
n
u
m
a.
to
c
h
ig

i.j
p/
0
3
1
3
/
in
fo
-
0
0
0
0
0
0
2
0
6
3
-

1
.h
tm

l

＜
組
子
づ
く
り
体
験
＞

鹿
沼
組
子
は
世
界
に
知
ら
れ
た
鹿

沼
の

伝
統

工
芸

で
す
。
本

来
は

欄
間

や
衝

立
な

ど
に
使
う
技
術
で
す
が
、
こ
れ
を
親

し
み

や
す
く
応

用
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
を
体

験
し
ま
す
。
（
柄
は
麻
や
胡
麻
な
ど
）

事
前

に
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

［
電

車
］

東
武

日
光

線
新

鹿
沼

駅
下

車
、
徒

歩
8
分

J
R
日

光
線

鹿
沼

駅
下

車
、
リ
ー
バ

ス
「
新

鹿
沼

宿
」
下

車
、
徒

歩
約

2
分 ［
車

］
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC
か

ら
約

2
0
分

T
E
L
　
0
2
8
9
-
6
4
-
6
1
3
1

＜
麻
紙
漉
き
体
験
＞

鹿
沼
産
の
麻
を
使
用
し
て
紙
を
漉
き
ま
す
。
和

紙
の

原
料

と
言

え
ば

こ
う
ぞ
・
み

つ
ま

た
で
す
が
、
以
前
は
麻
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
和

紙
の

原
料

で
し
た
。
現

在
、
こ
の

麻
紙

漉
き
が
残
る
の
は
鹿
沼
だ
け
。
つ
ま
り
世

界
で
唯

一
の

体
験

が
で
き
る
の

で
す
。

事
前

に
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

＜
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
作
り
体
験
＞

麻
紙
を
漉
き
、
装
飾
を
し
て
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
作

る
体

験
で
す
。
藍

染
や

・
茜

色
、
麻

殻
を
使
っ
た
黄
色
な
ど
、
創
意
工
夫

で
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
作

品
が

作
れ

ま
す
。
乾

燥
後

１
～
2
週
間
後
に
発
送
し
ま
す
。

事
前

に
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

＜
麻
は
ぎ
・
麻
ひ
き
体
験
＞

発
酵
し
た
麻
の
茎
か
ら
表
面
の
か

わ
を
は

ぎ
、
手

作
業

で
繊

維
を
伸

ば
す
工

程
を

体
験
で
き
ま
す
。
こ
の
結
果
出
来

上
が

る
「
精

麻
」
は

と
て
も
上

品
な
輝

き
を
も
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
体
験
も
世
界
で
唯
一
の

も
の

。
出

来
上

が
っ
た
精

麻
は

お
持

ち
帰

り
い

た
だ
け
ま
す
。

事
前

に
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

８
０
８
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ

ヤ
マ
ヤ

（
鹿
沼
市
御
成
橋
町

1
-
2
2
6
3
-
6
）

▼
H
P

h
tt
p:
/
/
w
w
w
.8
0
8
gl
as
sw

o
rk
s.
c
o
m

＜
吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
＞

吹
き
ガ
ラ
ス
で
様
々
な
形
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
グ
ラ
ス
、
ボ
ウ
ル

、
一

輪
挿

し
等
、
好
き
な
ア
イ
テ
ム
や
色
が
選
べ

ま
す
。

事
前

に
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

［
電

車
］

J
R
鹿

沼
駅

か
ら
バ

ス
で
1
6
分

　
徒

歩
で
2
4
分

東
武

新
鹿

沼
駅

か
ら
バ

ス
で
1
9
分

　
徒

歩
で
2
8
分

［
車

］
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC
か

ら
約

1
5
分

T
E
L
　
0
2
8
9
-
7
4
-
5
1
0
0

お
こ
ん
に
ゃ
く
茶
屋

（
鹿
沼
市
銀
座
1
-
1
8
7
0
-
1
）

▼
H
P

h
tt
ps
:/
/
o
ko
n
n
ya
ku
ty
ay
a.
jp
/

＜
絞
り
こ
ん
に
ゃ
く
体
験
＞

こ
ん
に
ゃ
く
を
絞
っ
て
、
こ
ん
に
ゃ
く
そ
ば

を
作

り
ま
す
。

事
前

に
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

［
電

車
］

J
R
鹿

沼
駅

か
ら
バ

ス
で
8
分

　
徒

歩
で
1
9
分

東
武

新
鹿

沼
駅

か
ら
バ

ス
で
8
分

　
徒

歩
で
1
6
分

［
車

］
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC
か

ら
約

2
0
分

T
E
L
　
0
2
8
9
-
6
0
-
6
0
7
0

体
　
験
　
情
　
報

野
州
麻
紙
工
房
・
野
州
麻
炭
製
炭
所

（
鹿
沼
市
下
永
野
6
0
0
-
1
）

▼
H
P

h
tt
ps
:/
/
ya
sh
u
as
a.
c
o
m

T
E
L
　
0
2
8
9
-
8
4
-
8
5
1
1

※
日

中
は

栽
培

や
制

作
作

業
で
お
電

話
が

繋
が

り
に
く

い
た
め
、
お
問

合
せ

フ
ォ
ー

ム
か

ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

h
tt
ps
:/
/
ya
sh
u
as
a.
c
o
m
/
c
o

n
ta
c
t

［
電

車
］

J
R
栃

木
駅

・
東

武
新

栃
木

駅
か

ら
タ
ク
シ
ー
で
約

4
0
分

［
車

］
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC
か

ら
約

2
0
分

鹿 沼 市
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市
町
名

場
　
所

内
　
容

詳
細
情
報

交
通

ア
ク
セ
ス

問
い
合

わ
せ

体
　
験
　
情
　
報

そ
ば
処
久
我

（
鹿
沼
市
上
久
我
2
7
-
1
）

▼
H
P

h
tt
ps
:/
/
w
w
w
.c
it
y.
ka
n
u
m
a.
to
c
h
ig
i.j

p/
0
1
1
2
/
in
fo
-
0
0
0
0
0
0
1
6
2
2
-
1
.h
tm

l

＜
そ
ば
打
ち
体
験
＞

地
元
の
玄
そ
ば
を
使
用
し
た
そ
ば
打

ち
体

験
が

で
き
ま
す
。

事
前

に
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

［
電

車
］

J
R
日

光
線

鹿
沼

駅
か

ら
バ

ス
で
4
0
分

、
東

武
新

鹿
沼

駅
か

ら
バ

ス
で
3
0
分
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国重要文化財指定記念事業 三階御展望室特別公開〔日光市〕 
～冴える冬の日光田母沢御用邸、三階御展望室を期間限定で特別公開～ 

令和３年１２月１５日(水)～令和４年１月３１日(月)   

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

大正天皇の旧御用邸（国指定重要文化財）がある日光田母沢御用邸記念公園では、冬の特別

企画として「三階御展望室」を特別公開します。 

御用邸が平成１５(２００３)年１２月に、国の重要文化財の指定を受けたことを記念して、

翌年から毎年この時期に期間限定で公開しております。 

この「三階御展望室」は紀州徳川家江戸中屋敷であった赤坂離宮の一部分を移築したもので、

数寄屋風の意匠が特徴。御展望室からは庭園が一望できるほか、７千平方メートルに及ぶ  

一、二階の見事な屋根の連なりも間近にご覧になれます。 

特別公開は休園日を除く１２月１５日から翌１月３１日まで。冴える冬の日光田母沢御用邸

記念公園「三階御展望室特別公開」を是非ご堪能ください。 

 
○期間・内容  ◆期  間：令和３年１２月１５日（水）から翌１月３１日（月） 

          ※毎週火曜日及び年末年始（12 月 29 日～翌 1 月 1 日）は休園 
        ◆開園時間：午前９時～午後４時３０分（受付は午後４時まで） 

◆入 園 料：通常の入園料のみ 
高校生以上大人６００円、小中学生３００円 

◆内  容：紀州徳川家江戸中屋敷であった赤坂離宮の移築部分「三階御展

望室」を期間限定で特別公開 
○場   所  日光田母沢御用邸記念公園内 御展望室 栃木県日光市本町８－２７ 
○交通ガイド   車 ：日光宇都宮道路日光ＩＣから約３.８ｋｍ 

電 車：JR 日光駅、東武日光駅から約３ｋｍ 
        バ ス：JR 日光駅・東武日光駅から、東武バス湯元温泉行・中禅寺温泉行・

奥細尾行・清滝行「日光田母沢御用邸記念公園」下車１分 
○駐 車 場  普通車３００円（各２時間）普通車１１３台駐車可 
○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園管理事務所 TEL０２８８－５３－６７６７ 

URL https://www.park-tochigi.com/tamozawa/ 
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日光自然博物館 11・12 月の観察会 

 

 

●オオワシ・オジロワシをさがそう！～千手ヶ浜編～ 

内 容    赤沼発の低公害バスルートの終点、千手ヶ浜にて、毎年秋ごろから飛来するオ

オワシ・オジロワシを観察する野鳥定点観察イベントです。オオワシ・オジロワ

シを探しながら、様々な野鳥の観察も楽しみます。 

日 時    令和３年 11 月２3 日（火・祝）8:45～11:40    

開催場所   千手ヶ浜（赤沼車庫～千手ヶ浜までは低公害バスを利用。片道大人 500 円、こ

ども 250 円） 

対 象    どなたでも 

定 員    各回１5 名程度 

 

 

●オオワシ・オジロワシをさがそう！～ボートハウス編～ 

内 容    中禅寺湖畔ボートハウスにて、毎年秋ごろから飛来するオオワシ・オジロワシ

を観察する野鳥定点観察イベントです。ボートハウス内テラスから、オオワシ・

オジロワシを中心に、様々な野鳥の観察を楽しみます。 

日 時    令和３年 12 月 5 日（日）9:00～11:30    

開催場所   中禅寺湖畔ボートハウス 

対 象    どなたでも 

定 員    各回１5 名程度 
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●秋の星空を楽しむ！奥日光星ふる夕べ～11 月編～ 

内 容    中禅寺湖畔ボートハウスで奥日光の秋の星空を楽しむ星空観察イベントです。 

       屋内でのレクチャー後、屋外にて、極大間近のしし座流星群をはじめ、秋の星座

などについての解説を聞きながらのんびり流れ星を探します。 

日 時    令和３年 11 月 17 日（水）19:00～20:30    

開催場所   中禅寺湖畔ボートハウス 

対 象    小学生以上 

定 員    各回１5 名程度 

 

 

●冬の透き通った星空を堪能！奥日光星ふる夕べ～12 月編～ 

内 容    中禅寺湖畔ボートハウスで、奥日光の冬の星空を楽しむイベントです。 

       室内でのレクチャー後、屋外にて 14 日に極大を迎えるふたご座流星群や冬の

星座を、自然解説員の案内で観察します。 

日 時    令和３年 12 月 11 日（土）14 日（火）15 日（水）19:00～20:30    

開催場所   中禅寺湖畔ボートハウス 

対 象    小学生以上 

定 員    各回１5 名程度 

 

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の関係で内容を変更する可能性があります。また、すべて

の観察会においてお子様のみのご参加はご遠慮いただいています。ご了承ください。 

 

詳細・お申し込みは、日光自然博物館ホームページ https://www.nikko-nsm.co.jp または、 

（TEL）0288-55-0880（FAX）0288-55-0850 までお問い合わせください。 

【栃木県立日光自然博物館  〒321-1661 栃木県日光市中宮祠 2480-1】 
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塩原温泉ビジターセンター 

塩原の四季と森を楽しむ自然学習プログラム 

塩原の森を飾ってみよう！ 

木の実のクリスマスリース作り 木の実の正月リース作り 

【１２月３日（金）～１２月５日（日）】 

３日間連続開催 9：00～13：00 

 

受付開始日１１月１日～ 

森からの恵みで四季を楽しもう！ 

            

塩原の森を飾って、季節の行事を楽し 

んでみませんか？ 

木の実を学習しながら、オリジナル 

クリスマスリース・正月リースの 

お好きな方を選んで制作して頂きます。 

世界で一つだけのオリジナルリースが 

完成します。 

 

・参加費：各種１，０００円 

（宿泊参加者５００円） 

・定 員：各回２０名（要予約） 

・会 場：ビジターセンターレクチャールーム・前山国有林 

 ※詳しくはホームページでご確認をお願いいたします。 

http://www.shiobara.or.jp/vc 
  

 

日光国立公園 自然公園情報センター      
塩原温泉ビジターセンター            
〒329-2921 那須塩原市塩原前山国有 
TEL/FAX  0287-32-3050 
開館時間 9：00～16：30 入館無料 
休館日  毎週火曜日（祝日の場合翌日）１２月２９日～１月３日 
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企画展  ミュージアム×ミュージアム 

―博物館てなにするところ？― 

 

 

 

 

 

 

 

 

             歌川国輝（博覧会図） 

 

 

博物館って聞いたことあるけど行ったことない。そもそも何のためにあるの？ 

そんなアナタにぴったりの展示、企画しました。 

日本における博物館のはじまりから、当館“なはく”がどんなことをしているのか、いろいろな分野の資料を

使って紹介します。なぜ資料をあつめるのか、その意味や活用法など、思わず人に話したくなるような博物館

のなるほど知識がもりだくさん！博物館に興味のある方はもちろん、興味のない方もこの機会にぜひご来館く

ださい。 

  

 

会 期：令和３年１２月２５日（土）～令和４年４月１０日 

開館時間：午前９時～午後５時（展示室への入場は午後４時３０分迄） 

休 刊 日：１２月２７（月）、２９日（水）～１月３日（月）、１７日（月）、２４日（月）、 

     ２月７日（月）、１４日（月）、２１日（月）、２８日（月）、３月７日（月）、 

     １４日（月）、２８日（月）、４月４日（月） 

観 覧 料：一般３００円（２５０円）、高校生・大学生２００円（１５０円）、小・中学生１００円 

     （５０円） カッコ内は団体料金（２０名以上） 

※毎月第３日曜日（１月１６日、２月２０日、３月２０日）は「家庭の日」のため無料 

アクセス：国道４号三島交差点から塩原方面へ約 1 ㎞   

     東北自動車道西那須野塩原 IC から西那須野駅方面へ約３㎞        

     JR 宇都宮線西那須野駅または那須塩原駅から JR バス塩原温泉バスターミナル行「三島農場」行 

下車徒歩３分  

     JR 宇都宮線西那須野駅からゆ-バス西那須野内循環線「那須野が原博物館」下車徒歩０ 

問い合わせ  那須野が原博物館 0287-36-0949 

ホームページ http://www2.city.nasushiobara.lg.jp/hakubutsukan/ 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、入場の制限や内容の変更・中止となる場合があります。あらかじめご了承くださ

い。 
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◎冬を彩る花展  

 

 
 

 
 

◎シクラメン＆冬の鉢花展 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

☆１２月の体験教室☆1 回目 10:30～ 2 回目 13:30～ 各 10 名 

１２日(日)  クリスマススワッグ    2,000 円      

２６日(日)  ミニ門松つくり（１個）  1,000 円 

                                                     

        とちはなちゃんドーム１２月の見頃の植物          

  

  

     

カカオ           ベンガルヤハズカズラ 

 

             

 

 

 

 

          

         

時  間：9：00 ～ 1６：３0 

会  場：とちはなちゃんドーム 

入 館 料：大人 410 円 小人 200 円 

赤と緑のクリスマスカラーのポインセチアを

中心に冬に楽しむ植物を飾花展示します。 

赤やピンク、白の色とりどりのポインセチア

をお楽しみください。 

 

開催期間：11 月 23 日（火）～12 月 26 日（日） 

場所：とちぎ花センター  栃木県栃木市岩舟町下津原 1612 

休園日：月曜日（休日の場合は翌日)、その他特定日  

開園時間：３～10 月／9：00～17：00  11～2 月／9：00～16：30 

とちはなちゃんﾄﾞｰﾑ入館料：大人 410 円 小人 200 円 

15 名様から団体料金 大人 330 円 小人 160 円 

☆園内への入園は無料です！ドームへの入館のみ有料です。 

アクセス：お車でお超しの場合 

東北自動車道 佐野・藤岡 IC から 5 分 ／ 北関東自動車道 佐野田沼 IC から 25 分 

電車でお越しの場合 

ＪＲ栃木駅からふれあいバス岩舟線で約 30 分 

駐車場：無料  お問い合わせ：電話 0282-55-5775  http://florence.jp 
ペット同伴 OK です。とちはなちゃんドームにも入れます！ 

（※園内では必ずリードを着用し、マナーを守ってください。） 

とちはなちゃん

栃木県内で生産されている花の、年に一度の展覧会で

す。シクラメンやポインセチアなど約１５０種５００鉢

の花が集まります。展示品を最終日に特別販売します。 

皆様のご来園をお待ちしております。 

開催期間：１１月２３日（火）～１２月２６日（日） 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の関係で予定を変更する場合があります。予めご了承下さい。 
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花ちょう遊館 冬の企画展 

～神秘的に輝く黄金のサナギツリー～〔真岡市〕 

  

井頭公園内の花ちょう遊館では、オオゴマダラなど美しく輝く蝶の蛹（サナギ）を、   

クリスマスツリーのオーナメントにした「黄金のサナギツリー」を特別展示します。 

今年はオオゴマダラの金色、リュウキュウアサギマダラの緑色に、ツマムラサキマダラ

の銀色（期間限定）を加えた３種類、計１００個以上の蛹を飾りつけます。この時期だけ

の珍しいサナギツリーを是非ご覧ください。 

 

○場   所  井頭公園 花ちょう遊館 

○日   時  令和３年１１月２５日（木）～１２月２７日（月） 

（毎週火曜日定休） 

開館時間 午前９時から午後４時３０分 

（受付は３０分前に終了） 

○入 館 料  大人４４０円、小・中・高校生２２０円 

          （２０名以上の団体２割引） 

○交通ガイド  北関東自動車道 真岡ＩＣより車で１０分 

○駐 車 場  無料（約１，６００台） 

○問 合 せ  井頭公園管理事務所 真岡市下籠谷９９ 

          Tel ０２８５－８３－３１２１ 

          Fax ０２８５－８４－７４５６ 

          URL https://www.park-tochigi.com/igashira/ 
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＝＝＝わんぱく公園で様々な自然体験を〔壬生町〕＝＝＝ 

     

大人の陶芸教室『電動ロクロ』 土日祝には｢わんぱくトレイン｣が登場！ 

 

とちぎわんぱく公園は、日常では経験できない体験メニューなど、お子さんから

大人の方まで楽しめるイベントが盛りだくさんです。また、どんぐりの森ぐるり 

（樹木観察会）や秋のネイチャーゲーム体験、‘クリスマスリース’づくりなど  

『自然』と『季節』を体で感じる様々なイベントを開催します。 

ぜひ、とちぎわんぱく公園にお越しください。 
 

１１月のとちぎわんぱく公園のイベント  

◆当日申込 ★事前申込（１か月前から受付） 
※イベントは予告なく変更・中止になる場合があります。予めご了承ください 

 

★どんぐりの森ぐるり 

 秋ならではの木の実をつけた樹木や草木を観察しながら歩きます。 

この木なんの木？いくつ確かめることができるかな？ 

  日 時：１１月３日（水・祝）１３：００～、１４：３０～（各回約６０分） 

  場 所：ＳＬ展示場  定 員：各回１０名（幼児は親子で）  参加費：無料 

  持ち物：帽子、タオル  その他：小雨決行。歩きやすい服装でご参加ください 

 

★大人の陶芸教室『電動ロクロ・釉掛け』～連続講座～ 

 １回目に電動ロクロ（赤土）で制作し、２回目に絵付けや釉掛けを行い 

作品を仕上げます。作品は後日引き取りとなります。 

  日にち：１１月４日（木）、１１月２５日（木） 

時 間：9：30～11：30、13：00～15：00  場 所：ぱなぱな工房 

対 象：両日参加できる大人  定 員：各回６名  参加費：各日１，０００円 

持ち物：汚れても良い服装、タオル  その他：爪は短くしてご参加ください 

 

★かわいいティッシュＢＯＸを作ろう 

カラムシの葉で妖精を作り、花を飾ってティッシュＢＯＸを作ります。 

日 時：１１月１３日（土）１０：００～１２：００、１３：００～１５：００ 

場 所：ぱなぱな工房  定 員：各回６名  参加費：５００円 
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◆皮籐の四ツ畳み編みブローチ 

茶色の皮籐で四つ畳みを２列に編んだブローチです。 

日 時：１１月１４日（日）１０：００～ ※最終受付１１：３０ 

場 所：ぱなぱな工房  定 員：１６名  参加費：７００円 

その他：材料がなくなり次第終了。ブローチは長さ約６．５×幅５ｃｍ 

 

◆クイズ＆ゲームに挑戦しよう！ 
園内をまわって、様々なクイズやゲームに挑戦しよう！ 

  日 時：１１月１４日（日）１０：００～１５：００ ※最終受付１４：００ 

受付場所：虹の広場  参加費：クラフト費用実費  その他：雨天中止 

 

◆ネイチャーゲームで秋色みつけた！ 

自然が教えてくれるネイチャーカラーでゲームを楽しもう！ 

どんな色があるかな？ 

日 時：１１月２０日（土）13：00～14：30  受付場所：ぱなぱな工房 

対 象：家族  定 員：２５名  参加費：無料  その他：雨天中止 

 

★‘クリスマスリース’づくり 

直径２０ｃｍのきれいな輪を作り、リースの土台から制作します。リボンや 

ヒマラヤスギなどの木の実、フェルトで出来た可愛いパンダも飾ります。 

日 時：１１月２１日（日）①１０：００～１１：３０、②１３：００～１４：３０ 

場 所：ぱなぱな工房  対 象：①親子、②大人 

定 員：①６組（１２名）、②１２名  参加費：１，０００円 

 

★リンゴでつくろう‘きらきらジャム’ 

 リンゴの食感を残し、ひと手間を惜しまず、照り輝くような秋の味覚 

「わんぱく公園産リンゴ」を使ったジャム作りに親子で挑戦してみよう。 

  日 時：１１月２３日（火・祝）１０：００～１２：００  場 所：ぱなぱな工房 

  対 象：小学生以上の親子（２人１組）  定 員：６組  参加費：８００円 

  持ち物：エプロン、三角巾、マスク 

 

○入 園 料  無料 

○交通ガイド  電車：東武宇都宮線おもちゃのまち駅下車 

 約２．５Ｋｍ（車で５分） 

          車 ：北関東自動車道壬生Ｉ.C から 

約２Ｋｍ（約３分） 

           ：北関東自動車道壬生ハイウェーパークから 

徒歩３分 

○駐 車 場  約１，０００台（無料） 

○問い合わせ  とちぎわんぱく公園管理事務所 

（栃木県下都賀郡壬生町大字国谷２２７３） 

         TEL 0282－86－5855  FAX 0282－86－5860 

         URL https://www.park-tochigi.com/wanpaku/ わんぱく公園   検索  
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